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三菫県赤十字
証液センター

(募集)H2"20～ H2211.30
く表彰式)H23.1.0 歓血推進ポスターコンクール 県内の高校。特別支援学校

:高等部) :I:鰐獅琴響琴8亀
二重県、
三重県赤十字
血液センター

年 中 薔キヤンペーン ξシヨツピングセンター 嘔= :こ爺:離急編議疑蹴確イつ噛力L

摯賀県

H2231 ケマニ献ユ 〔江人幡市(市役所付近) 臓民 1琴卿 鸞労"理十
の呼び

状血者 74人

122a20 "島市(藤樹の里文化芸術会館) 厳賀県青年団員
じに,若者の=強調奏を実雄,

122.1223 クリスマス献血 JR近江八幡暉 晨民 i躍鋼糊踵靭撃1盟呼v 拭血者 138人

・
はたちの献血Jキャンペ_ン 守山市くららぼ―と守山) 晨民 彗摘 需 蹴 測 鑢 炉

雨
賦血者 :19人

H23.1.10 はたちの継血Jキャンペーン 草準市(イォンモ=ル草津) ■民 脇 螺髄湛驚臨「"はは血者 51人

12●2`11 パレンタイン献血 軍津市(イォンモニル車津) 晨民 墜営濡燿磐麟留J瞥 動を実施.サッカー
加: はユ者 54人

123.213 -rrof6fr&rF72/++>^-> 軍津市(イオンモール率津) 晨民
:婁福:モ

■ 遅れの若い夫婦を夕=ゲ ットに
亨
発活

P

123.2.13 くレンタイン献血 率津市(ィォンモール草津) 晨民
口命館大学チアリーディング部 4名力1呼びかけに参
口。 獣血者  01人

423.220 警生ポランシ ア近餞統…キャンペー
ン 軍津市tイォンモール車津) 晨民

〔畿2府4県が日―日に『近畿献血大作戦☆～近畿CH
NヽGE THE WORLDJ統 ―ス●―ガンで開催 賦血者  72人

た販府赤十字
血液センター

122.4.1～H23n31 翼男島ぅ
及び高機:=“

Iび
かけポ大阪府内の献血会場 え限府内の専門学生、高材

生 黒雲緊瞬田盟暑楓亀見離臓計ヽmずラ
ンティア=参加す

た阪医療技術専門学校、南海福
l■H「1学校、大阪赤十字看饉専
門学校、大阪府立山田高等学校
睦上部

太餃府

1227.1～H229.3o(募集)
122.12.1(発表)
122.1222(表彰式) 驚鼻蜜

血キャンペーンポスター原ロ・府内の高校、市町村等に募集告知
用チラシを配布
・府HP帯 による募集告知

僣内の16歳～29餞 螢雛喘螺 駅路膜3霧騨ぽ
ら、同世代の若者を対彙に献血のポスタニ原口を募集

・府内の学生を中心に応募あり
。優秀作品は、カレンダー化し府
内の高校、大学等に配布した他、
府庁や献血ルーム、大型商業施
設等で随時展示

大阪府、
大阪府赤十字
血液センター

123.2.15、H23.2.18 府立港南遺形菫棟献血キャンペーン まいどなんは献血ルーム 当酸松1・2年生約30名

'献血ルーム周辺での街頭キャンペーン
,献血者への構嬌
'献血者対象の似顔絵イラストサービス

。2日間で200名以上の方に献血
にご協力いただいた
・多くのメディアから取材を受けた

民庫県赤十字
工液センター セ3226 ひようご青年フォーラム 析長田勤労市民センター 青年 蹴艤選鰐贈

フオT~ラムにⅢブース「出展

兵厚県、
血液センタ…

122.11 18畿の献血キャンペーン 県下の高等学校 県下の高校3年生 瞬8F搬            リ
ーフレィトを

[驚恵F員幸
.私立中学

可
等
言
校連貪会の後撮名

摯

晨下の全高写学校23:校の3年生
こリーフレットを配布。初回 ・

颯数回を問わず、献血協力全般

1224～ “枚生献血ポラガFィア推進事業 県下の高等学校 R下 の高機生 ξ襲盤観難避零躊 鶴里薯お
鷹血の趣旨等について普及春発をおこなつた.

お校で実施



島根県、
日本赤十宇社島根
県支部、

島根県赤十宇血液
センター

イ22■ :～H22,30 g校生ふれ愛キャンペーン 量艦幌詈l:ζ蹴誕 晨内の高校生全員 :鶉 a智躙稿讐
・クイズ応募者 :54名
・全問正解者 :41名
・質問に対する回答を行い、ホー

ムペ=ジ でも公開

島根県 、

市町村 、
日本赤十字社島根
県支部:
島根県赤十字血液
センター

H22.8.H23, はたちの日J成分離工啓攀事幕 書人事余準 「内の新曖人 祀潔駆舗珈 響プ鍔認識7.420枚 のリニフレット配布

島根県、
島根県赤十字血液
センター

1221016
:怒杢津rタ

ー
響牢期漏豪余峰脚 傘=市 プラバホテル 学生及び■崚 E魃 職銅:ル醐臨 入場約300名

123.3.16
償孟撃 警摯定期演秦会協撃 麟根県民会館 '生及び―ll :  齢 入場約500名



民崎県

1227.3 曖血サマーイベント2010(佐世保市) Bdr,-irEfrJ .
分献孟師 霜を亨下ヽTに若

い世ftヘ

122.12.10～H22.1219
・122.12.12 全国学生クリスマスキャンペーン201( 欧血ルームrはまのまちJ

歓血ルーム「西海」
―触県民 記翻認鶴ち第“嘉瓦沼議」ご露翼1ラ

ンティアが主体“
123.1.7
123.1.12

123!.15～H23.l.16

・
はたちの献血Jキャンペーン

R疇粒7Jlス宇
【崎大学  :
歓血ルーム「はまのまち」

学生を中心とした県民 落鳳 魃 轟お争ちを■る精 イベント会場での抽選会や焼き芋
の提供.献血来FF者105名

載人の日献血 撃血ルーム「西海J 折威人を●心とした県民 購華街において、献血協力の呼びかけを行う。

122.6～H22.0(募 集) 購血推進ポスター募集 晨内中学生.高機生 :監棚翼鶏 騨 甥 鋼
を

む募点数 100点

1227.25 ライブコンサ■卜会場における献血 アミュープラザ長崎 しドメンバー及び観害 諦績L出すサ↑
テ'シでの献血啓発及び観客への献

賦血来所者 55名



熊本県

1228,7 “機生献血まつリ 高校生・大学生 黒交麟蓋i謝錫躍酎当織認響導翼軍:鶯鯉省層7ンキャン

122:01, t\a+1>ffi,fri++>^-> 太菫シヨッピングセンター 晨民
諦

献血
清漱脚 F、

同世代の著者
1申

心

122.12.12 tFgrux?^frn+f )"r-i 大型ショッピングセンター 晨民 :議盟
血撻溝勢懇詰燎存il甲世代の著者を中b

122.12～H23.2 雲認朧
tanにおけぅ就響fる 晨民 置菫聾轟曹懇猶蠅蒲警し

分ヽ県 122.7～H231 高機生韓血の輸拡大推進事業 各高等学校等 嗜被生その他 聯甕晟謝畢暉曲盟僣
活動を通して、高機生の献血に
対する意識が向上。地元のポラ

高校も踏
連携して活動し|

大分県学生献血推
進協議会

122 ■18 賦血サポーター 分ヽ銀行ドーム `リニータサポータ=
搬 テ

ータの公式試合前
?学

推llによる献血の呼 学生30名 が呼びかけに参加。同
会場で実施した献血では248名
つ協力が得られた。

1221212 奉十字ふれあい広場 1康センター ミ午暉を中心に幅広い年
降彗紹躍範あ協鑑これ制頴冨彗暮響

こよるイベント学生170名 が多加.同会場で実
海した献Ⅲ は124名 の協力が
尋られた。

宮崎県

1225.9 bしえてケンチョウ テレビ R民全般 県政番組

0代献血登J■年生113%と

1231.2 りやざきゲンキTV Fレビ 熙民全般 晨政番組

12■1.7 わけもん Fレビ 晨民全触 旨年層を対魚とした番18

12■1.2～H2■1.10 rOd呂ソみやざき ラジオ 晨民全般 晨政番組

123.1.:5 ドしえて宮崎 テレビ 晨民全般 「政番組

噴川しに。17:ぃ、ュνか統いてい
ヒ高校生が献血者数で2倍 以上
の増加となうた。

123.1.26 お1まよう県庁 ラジオ 晨民全般 晨畿番組

123■5、H23.2.12 tf:8Oil[fr]*:2^-y 閣頭等 軍賃層1中心とし1幅広| 常ヽ零庭ヒち際諦
晴～けつち,んォリジ"輌

123.2.11～H23.214 くレンタイン献血 苫暉等 軍縄E年中心とした幅広い曖血者今のミニチョ●プレゼント

39
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琵児島県 122.5～ L液教育事業 饉中学棲 中学生 雌
E児 島県、
E児 島県赤十字
ユ液センター

1224～ 賦血出前講座。献血講座 [高校・専門学校・血液センタ…等 1 学ヽ生～大学・専門学校 聖器協議」轟器翻 FM嚇
入を回る

臨児島県赤十字
血液センター

122.4～ ヤ町村との協働による若年層の健康
曽進と献血実施 に児島県内各市町村 10代■30代

"町村の若年層の健康増進を図る為、国保担当者と献

L"R既津墨穣翼謀高能斃ぶ酵彗ξ特定検診等も
一緒

122“ 学生献血推進協議会主催の各種
キヤンペ‐ンの実施     ・

ンョッピングセンター オブシア他 0代 -20代 :憲馨毒庁ぎ1ま書艦f豪譜』響責警鷲漱糖FI層
にクリスマスキャンペ…ン・パレンタ

インキャンペーン・ホワイトデー

キヤンペーン・ハロウィンキヤン
ペーン

③安定的な集団献血の確保

1ヒ海遺

122.9. '什ンス
・
ク"由31-A●区

歓血推進協議会研修会 全日空ホテル ンラブ会員 E 協力的なクラプが増加した。ま
た、献血の協力についても、会員

讐禁倉篤
への啓ャヽ影響し協力

122.01.H2211.12 t分献血推進打合せ 新きつぼろ献血ルーム た学生 i翻 豫壽麟鐵端鴎。
年間、500名以上の血小板成分
献血を協力していただく

122.103.H23.2.10 成分献血推進打合せ アスティ献血ルーム た学生



栃木県

122●15
.県

民のRJ献 血キャンペァン 揉奮雰雪寵黎牌
宮
11県民 :来場者:約1,000名

献血者数:48名

122.7 量の血液助け合い運動Jキャンペー
県内 県民 :語露黛繁l鍵鶴麗亀:ll甥称

122.7.26 臓血功"者豪彰式 とちぎ福祉プラザ(字都宮市) 県民

:     碁

鰍 積
参加者:箱150名

H22.8.1～H22.831
啓議夕C:ソ

姉 融 “成分献血 硼 哭{鵠盟藝
峰

県民 轍鞭騨諄藻鋭初回献血者
・400mL献血 512名
・成分献血  150名

H22.1■3 =翼
エスタと●F2010JRュマロニェプラザ(宇都宮市) 県民 『野潔響鶴胸羅讐聯ご来場者数:1,000名

賦血者敗:41名

H23.:～H232 はたちめ献血Jキヤンペャン
・成人式 各市町の会場

富もお:写異吊誰書
マ寿都摯 距成人を中?に幅広い年

・新成人へのリーフレット配布致
20,075枚
・シネアド放映回数 延べ約900
回

41



新潟県、
新潟県赤十字
血液センター

"227.23 新潟県献血功労着技彰式 折潟県自治会館 獣血推進団体
筆理ょ芦1=功督

のある
,す

及び個人に,して表彰を

バ巳猥彰 2,

大臣感闘状 6件

知事感謝状 13件
日赤新潟県支部長感鮒状 10
性

腱年 α業等訪問 R内献血協力企業寄
l」 謡階労艦

で黒内の企
す

等を訪問し、献



毎月第‐水曜日 定例府庁前献血 "庁月1館前等 府職員及び来庁者 庁内ウエプ及び庁内蔵送で協力呼びかけ

署施率椰:計14回、644名献血(臨時含む)

府赤十字
センター

大限
血液

122.4.1～H23Ⅲ l
奔機籍警

血協力団体の計画的な協
六朦府内 存民 菫翻躍野織螺霊響

1百労組、バナソニック関連会
ll、関西電力各社、ラクロス協
自、大阪南部地域のだんじり祭り
[青 年団等

熟略］
大阪府内の村 ル 存民 :劉謬躙凛:捌1瞥撃黎茶ヽ年=響 )箇所のホテルで523名の献血協力

122.8.24 ;`触 5-B地区
付"レ日航大阪

'35‐B地区各ライオンズクう
ノ ::`吉こ筋鬱暢躁尋騒譜瞥騰 F 研修会参加者214名

122 ql～H23228 耐 鶴 鶴 鰹孵
区

大駆府内の継血会場 付民 I置議盤翼詭解電,以劉
こ、各ゾーン●"0人を目期間中に、1,o∞人献血の取り組

みとして、264台、:4.064人の協力
を得た

1229.4 露軍融 地区クラマ社甲彙年全会館 野
00地暉各ロータリーク::こ『:=`マ鼎 電贔孟薯雰お驚響雷曹研修会参加者95名

43
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民庫県赤十字
肛液センター 1224～ H23.2 賦血サポーターロゴマークの配布 僣業・団体

聯零編凛鑑品鶏鯛筆栃編諏 Ю8件配布

兵庫県

E季献血推進強化月間 県下全城 摯内企業、団体   …
告器 鑑 rlな

時
響

に合
ャ

せ、文割 =する協力
〒

122.12.H23.1 I拳 献μ推進強化月間 県下全域 瞑内企業、団体
器 な島 ダ

ちな噴期に合わせ、
琴
書による協 要́

宗良県

122.10.14 コ体献血 十津川村役場 け民 H民の献血率向上のため役場からの要II: 多加人数80名

OH2L4.2a.H22.4,27
aHz2.g.zo. H22.&24
9/tt2Z,tZZt.UZZ,|ZZs.

H23.t.t1
晨庁献血 県庁東練『県民ホールJ 県庁職員・県警職員等 認鶏調編酬 謝醜テ賀。哺 蝙 亀

)
(受付総数230名)
D採血総数277名
(受付総敗315名 )
堅魚総 血:iな精 →十

同山県

1224.20 ももたろう献ユキャンペーン イト ヨーカドー岡山店 学生及び社会人を中心とし
ヒー艘県民 騨爾諄撤 驀 賦血者数(97名)

1 2 2 . 1 2 . 1 8
122.12.23 クリスマス献血キャンペ=ン イ「-3-カ ドニ岡山店

イオン津山●/3ッピングセンタニ
卜生及び社会人を中心とし
ヒー餃県民 ]にな孵響蹴議駄疑驚監鵬縮禦Ъ

賦血看致
rトーョーヵド〒岡山店 (105名 )
rオン津山ショッピングセンター

(155名 )



愛媛県
l言             iF織県庁 黒民 餞 欄剛 霧難

曽時 企業麒車の推進 「規事業所
讀詐 B々雷 %?属 鷹FIて

事業所の紹介並

|に

事業所

日岡県

五年 ライオンズクラブ=催献血の定着化 椰岡県内各会場 ライオンズクラブ 鍛l聖普傷勝鶏1製轟壕綜多う
コーチ

置年 断規献血機会の確保 椰岡県内各争準 ライオンズクラブ等
機 lrン

ト等の機奢
に併せて

贅,捩
施して

, |ヽだ
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宮崎県

|:ll駕::::11:4、H争
12.7、BF.総ぐるみ献血参加運動 ,市町村 胴催市町村 議だ響署譜23藤憲無常磐Fgを活用

し、市町村の 皐盤靭蹴躍監ぇ専
,るヽ。

122a:3、H22■"、月232,3 県政けいじばん 断聞各紙 黒民全般 尋学者ぽ監召努″職瀬蒔
よ'影響:■る摯摯者滅夕F

1227:14、H229.18、H2211.10、
123.1.12 がんばる麒血応援団 新聞 R民全般 ナポーター企業登録等のお願い

⑨複数回献血者の増加

秋田県 122.lQ22 暉,。保健事業功労者知事表彰 R正庁 霊賜躍餓錯ユ學
露められる方 ‖   続 躍朧憲‖90名(団体含む)

秋田県(赤十宇血
)液センター

123.23～ E数回献血クラブ(メニル会長)登81 肛液センターt献血ルーム 瞬献血者 等熾自尉無鯛聡理緒踏庭
月20人登録が、35人に増加

123.2～H233 \ytl.t t -Frrt+-ga 血液センター.献嵐ルーム 警
血しヶ方T、希望された』熟翻毬ζttr9'力により、

′■ドトリートrントサ
ー大変好評であり、リピートにつな

ltることを期待している。



,イクラプを活用し、献血の協力依頼やイベン

参者に記念品を配布(3月・4月はダブ

栃木県

1226.15 県暴の月J麒ユキヤンペニン 鷺鵞雰雪富8翻
宮市)

晨民 F来場者:約1.000名

賦血者数:48名

愛の血液助け合い浮動Jキヤンペー
晨内 熙民 聯輔轟黙i翻轟題麓ll甥臨

122.726 欧血功労者表影式 ヒちぎIE祉プラザ(宇鶴宮市) 晨民 :     夢 磐編献積
:l撃携殷翼粥挽=

参加者 :約150名

1228.1～ H22.■31 襲じ涎ヒデ
00m職血“成2献血

岬
男貿鶴蔽罐 R民 銚初回献血者

・400hL献 ユ
・成分献血

名

名

５‐

１５

122.103 軍3」で1′
エスタ場ぎ20,0麻ユ7ロニエプラザ(宇都官市) R民 騨i曽麟齢朧鑑弊ξ颯場者数:1・000名

賦血者数:41名

123.1～H23.2 「はたちの献血Jキャンペーン 」単[ι楊 都F及訴成人を中心にIE広い年
t

。新成人へのリーフレット配布数
2■075枚

まなアド放映回数延
べ,900

.   47
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千葉県

122.12.5 ホ十宇セミナ…
千葉県支都 首墓凛健横識 勢

児
醐 編 麟 癬 姦著製 馨冒喬高雇炉覧 ォ

FMや ホームページ・メール等で
募彙。

1233から実施 鷹数回献血クラブ全員募集 獣血ルーム 11回の献血者 響麟躙臨躙霧L路≦置ン 5献血ルームに設置、来年度に

墨薦

3.09o名 の新規登録者を

122111から実施 電話による献血要誦 賦血ルニム 凛血者
.た:ぃ

L献"可 能雪:,電話:,よる献血協力のお願い
| 日標1日 10名

東京都

百年 嘱数回献血者確保事業 晨京都内献血ルーム ,レ_ム 来所献島者 :鷲調餌饉顧鍵残響潔想響
酢 ,00m献血サポーター暮集 東京都内献血ルーム `∞ml献血者 弾焼驚醐lil蝉響̈
五年 ′―ルによる献血要ll 質京機内献血ルテム ,レ…ム来所献血者

I豊畢騒暑名7プ
全員に定期的に

,メ
ール

|こ
よる献血依

三年 まがきによる献血依頼(全血・成分) 東京都内献血ルーム 'トム来断献血者 リツツ獅〕営滋 =島認出喬出轟品よ案内Tがき

五年 よがきによる献血依頼〈渉外支援, 【
動
i出

張諄血現場。
F京 都内ルT 評り薇椰"~4来"献1 1胞嘱鶴距朝躍t緞篠禦搬F案守



■梨県

1224～ まがき依頼 市籠村林血 ヤ町村での献血者 :町
村での撃血者に対しはがきに

|る献事依頼を行つ まがき要語を年間11.500人 以
たに行い、応諾率は1696であっ
ヒ。

122.4～ メールクラフ新規会員の事毎 降勲爆血・継エルーム 金献血者 l茎貴富纂二重属ヒ督
念品(クリアケTス)を配|し新昨年より新規会員が100名以上

曽加した。

長 野 県

lljケ低 :●̀乙,11～ H229.12
と久`H231.8～ H2●1.10
眼田:H2●3.5～H233.6
1野 :H猛 312～ H2■3.13

臓血ルーム体験理動 暑観理L蘇許
市、銀田T、中野市晨暴(来響者、軍行人〉 鼎懇躙 翻r搬

賦血者数:駒ヶ根 16:人

佐久 277人

飯田 207人

中野 :74人

上田:H225-H23●
口谷:"22.5～H2ユ:
山形村:H225～H233

=例麒血スポットキャンペーン
芳実軍ざ

市、甲谷市、山警
,内 民ヽ(来胃者、薄行人) :麟塁輻 電電雲響

曖血者数:長野 417人/8回
上田 337人/4回

岡谷 171人/3回

山形村 243人/4回

サマー:H2■ 10.H22.7.19
クリスマス:H2212.5、H22.:2.11学生ポランティアキャンペーン 【野駅前及び韓田市内の大型店縛 瞥年暉を中心幅広い年代

離冊軍中 今総議亀著響
勁

曖血者数:サマー :62人
クリスマス 16`人

→22=:2～H23.2 ξ
ん:1つ"啓発ラジオマィスリ

ー菫
全県 R民(鴨取者)

輝 器 郡 縦緞lRB躙諄0象観女送回数:延べ64回

1227.H23.1 ラジオスボット放送 =県 R民(諄取者) 7「ぞ√チ百面チろ薇五天あ薔滉尋憲祢紀 改送回数:延べ28回

血液 センター

・122.4 EtElfifrrrT*R*t い岡大学キャンパス :学生
蓼嚇

ヤン畑 1おい
,師

嗣 夕7ブ
PRチラ

H226.6.H22.■ 25 腹撃回献血クラブ会員募集 アウトツーシングスタジアム日本平 ナッカー観嘔来場者 黒勝 話y発辮
来場者柿m燎

1221:～ H23■ クラブ加入用サイトスタンパニ ξ麒血ルーム・献血バス 賦血来場者 ]戦け甲1轟等否al蕨お等『

49
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絆

ンタ．

府

セ

阪
液

た
肛 122.4.1～H23.3■1 賦血ルームにおける各種キャンペー

大阪府内のは血ルーム(針11箇所) 府民 臨 癬 ざ翼;婆ヤじ笑二ず

大阪府

122.7:～H227.31 電の血液助け合い運動 府内…円 庁民 :0'こミオ機職敏史お1嶺篭鶴奪墓奥留
こ衛甲

122.7.20
た阪府知事醸pr状贈二式

轟蹴議諸憲ア
甲則囃汗感闘状伝

幸
くKRホテル大阪

メ:=個人 B闘状の伝達

査騒EすよF 1228.1～H22.1031
1231.4～H233.31 :弊 ,楽 摯

新親会長豊零 た販府内の献血会場 仔民 やャンペーンを実施し。会員入金の強化を図る Iげ務爆矧尾畢轟高協2~ン期

大阪府 122.12.1年H2212.3: 瞑ヽ府献工推進月間 付内―円 仔民 軍9巴 鷺餞雲お鵠鶴魂釧
こtin

大阪府、
日本赤十字社大阪
庁支部、
た阪府赤十字
工液センター

12212.: た阪府献血感囲のつどい =ルlおおさか :鏃議資路Fだいキ団螢出黒
多大な

F`力
をいた

,い
た団体等

?〒
彰及び記



:.:′I J    "二 洒;「犀塑笞デ獅ぽ「
:Ⅲ[謳し

卜・      |

…

液血字十島根県、輸センタ．

口数回“血クラブ感瑯の事い い江サティ
麟驚罠

献血クラブ彗録者及

:職鰺
墓踵叩 躙 鍔 亀 ¥明の墜戴璽稔壼り]

123.31～H23●16 置しのコーナーJ開設 喘根県赤十宇血液センター 撃血者 墜翼」Vi…   「1学校学|き潮こt製窯躍 PR者があり、

ほ島県 ～H23.3 ナんけつrハ_トメッセンジャーJ事業 保等所.市町村継口等 旨年層を中l●に幅広い年
に 群顎聯雌:醐量蟹

億島県赤十字
血液センター

122.4～H23.3 lじ駐摯
。400m哺4雫

颯数回献血者 議贔5螢喜理肥調酬聴 .

~「~~~~~~~~―――――■̈¨̈‐‐…………‐…………ⅢⅢ…ⅢⅢ…_…ⅢⅢⅢⅢ……ⅢⅢⅢⅢ……ⅢⅢⅢ……Ⅲ…Ⅲ‐…ⅢⅢ…Ⅲ……Ⅲ■_…………‐……………7…………………‐‐‐」L‐‐‐■̈¨̈_¨̈…‐̈‐̈ …̈…………………‥__¨̈̈‐_‐̈̈ 」
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熊本県

122.4～H23.3年間 (6か所 Xl

日間) 多勁献血ギャラリー 等一タンセグンピ

燕スペ̈ス
衛

示牌
腋
¨

県民

鰯 甲 8r盤撫鼎 籠籠 叢

・122.フ.1～H22“ 1 愛の血液助け合い運動 R内―円 県民

42鎌120
・
献血者感闘め焦いJ(映口燿賞) 市内嗅回館 県民 請孵 iⅢ辮臨
颯数回献血クラブ会員彙鎌推進 賦血ルーム、献血会場 晨民 =数回献血クラブ『ちくちくJの会員募集、日知を行つた。

男,ク
ラィ「ちく,lJト

レッキャグィベ呵蘇(高森) 瞑撃回献血クラブ豊鎌者

留珈囮朧鷲盆艦叢赫瓢 腱
H22.11.3 賦

鷲 、
ラブ「ちくらくJ中慮ティ…タィム ユ液センタ■ 腹数口献血クラブ登録者

123.1.1～H232.28 またちの献血キャンペーン R内一円 県民

123.1.10 ン７ベン
一　
ヤキ頭衝日の人ｔ

市中心都アーヶニド衡 県民(新威人) 搬 憶芳彗摩患燎潔ど
同ヽ世代の育言を中心



アーテストによるコンサートの
イズを実施した。また、複数回

ては、バンフの配布やアーティストと
行つた。当日は移動献血も同時に実施

期票」;枷臨串盤棚増ず

鹿児島県、
鹿,島 県赤十字
血液センタニ

122.4- 腹数回転血クラブヘの入金案内の
議化            ・ 闘定施設.移動線血会場 歓血者 ヨ8摯醐躙鼎路鶴 鰯 ミ

つ入金案内の強化を回つた。

鹿児島県赤十字
血液センター

→23.25 健康購86と救急法(AED) 肛液センター研修ホール =数回献血クラブ会員
現在、会員数が2300人程度であ
るが、メールで発信し、先着45名
とした。(45名の多加)

⑩その他

奈良県

122■1～H22.331 l:I;:||lililll:|::〕111:::3) 県内市町村 熙民 藝  識 捨R内市町村 2'ヶ 所で実施
1参加者数:1804人・献血者数 :
519人 )

123.1.1～Ha228 またちの献血キャンペ■ン
1衝頭献血キャンペ…ン) 暴内市町村 R民

熙内市町村 23ヶ 所で実施
1参加者数 :1377人・献血者数 :
189人)

3離,1振難雰・4は集) 臓血運動臀発ボスタ…募集 3景諄倉を議ヒ」留讐と併せて豪彰
班 内在住`在学・在動の
な
1年齢II限なし)
腑 選・入選者

,S瞥層暦霊ぜξ呂:|三3置r,探め、献血運動推進
D応募数 182作品
Э対象:特選1点・入選4点

引:釜:デ略:盤朋覆鷲) 修景豪農票発ポ
スタ‐入=作品の曇霧麺鐘群 麟縦聰F理驚,F静

:20点)        i ::ξ躍翼湘現議!F:R暉血こ対する理解どぼ男警累
象ヽ:特選1点・入選4点・佳作1

5点

122.フ.26 賦血功績者豪彰式 黒庁 曖血に功績のあらた者を豪
影          、 獣躙舗:棚譲醐躍騒謝懸動を推進する

D厚生労働大臣豪彰の伝達:7
団体
猿 血推進協31会会長 (知事)表
影:12団 体

γ献血運動啓発ポスターJ入賞
曽表彰:5名
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福岡県

122.5.14 翼曇雪町村摯十推
進協臓

守警, IE岡県庁 理事 垂魃
122フ.22 第 彗若市

雪田文化センター 曖血功労者及び県民 鼈 Ittli『Jlll:‖i禁舅:等を
422'.14～H22■20 議置贈省瞥暑ζ鶏響二理FT村献

肺
綺
市
¨

』
電
畑
醐
・

鮮 `剛 昨年
踊Я幾ょ

実績を報
|1今 後の献血

十
進事業:こつ

蟄鑑 識癬 甲担 肺
¨

九

回 靡 1`鰊
ill会 朧意標]甘醸級l要鶴否写モ

122.11.26
菫F回

福岡県管血
警

法
雫

員会合口
I暉県庁 l雛:臨鸞 鵬どに‐賢岬鶴鯉鰊 贅

'鰤露賃:露議t奪盤お農躍翼轟露襲辮 ン‐:

嘔岡県献血推進協議会 層岡県吉塚今同庁舎 委員

i重[継 朧臨 裏癬た認尿

122.■11～H25.13
122■18～H28.20
123.1.12～H2■1.14

晨庁職城献血 幅岡県庁 果庁職員、来庁者 :[錦夢詰農標鼈 期喫‰

沖縄県

H227.3 巨の血液助け合い運動
野順キヤンペーン 属内 臓島 広く県民に献血への理解と協力を求めた。

122.7.00 響1星椰 窃 県内(県庁内) 受賞団体及び個人 曇累器肇毅尋皐お程磁a=霜野
厚ヽ労大臣豪彰及

123 はたちの献血
闘頭キヤンペーン 県内 軋民(若年層を中心) I[言1金書躙 職:讃

123.1.10
■人式での知事メッ|■ジ伝達 晨内成人式会場 F十歳の成人 ♂ 議蓬黎率鵠甲

1232.2 血液センター1日所長 県内《献血ルーム前) 県民(著年層を申心)
を森聾塁

学生を18献 血所琴:,任命し、献血のP,活動
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日本赤チ宇″″滋事業本″

′
献血者確保対策について

(日本赤十字社の取り組み)

20f10916

日本赤ナ 渤 馘 蒻 期 岬 諄

日本赤十宇社が実施した血液需給将来推計シミュレーションでは、現在の献血率(献血可能人口の延べ献血率5,9%)のまま少子高齢化が進展す

ると、需要がビ‐ を迎える平成39年 (2027年 )には、献血者約10イ万人分の血液が不足することが示された。

こうした状況を踏まえ、将来に亘り血液の安定供給を行える体制を確保するため、国が策定した平成26年 (2014年)度までの中期的な献血推進国

標(献血推進2014・)を踏まえ、達成目標を以下のとおり設定し、献血の推進を一層強力に実施する。

平成27年 (2015年 )度以降については,それまでの結果を踏まえ、献血推進に係る新たな目標の設定を0.

1.平 成26年度までの達成目標

(1)若年層の献血者数の増加について
・10代では、平成22年(2010年)度の献血率b.1%(29.6万人)を踏まえ、23年(2011年)度は6:0%(29.3万人)、24年(2012年)度6.1%(29.5

万人)、25年く2013年)度6.2%(29.3万人)、26年(2014年)度6.4%(30.0万人)まで増加させる。
・2o代については、平成22年 (2010年)度の献血率

・
7.7%(108.1万人)を踏まえ、23年(2011年)度は7.90/●(111.0万人)、24年(2012年)度

8.0%(109.9万人)、25年(2013年)度8.2%(lo9.2万人)、26年(2o14年)度8.4%(108.7万人)まで増加させる。
・
献血率算出における人口については、総務省統ll局発表資料「平成22年国勢調査 抽出速報集計」を準用

・献血推進2014(平成26年 (2014年 )度までの達成目標)

集団献血等に協力いただける企業・団体を50,000社まで増加させる。

複数回献血者を年間120万 人まで増加させる。



20ff0916
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(2)安定的な集団献血の確保について

・安定的な集団献血の確保を図るために、集団献血等に協力いただける企業・団体を平成23年 (2011)度は46,400社、24年 (2012)度は

471600社、25年 (2013)度は48,800社.26年 (2014)度は50,000社まで増加させる(参考 1)。

(3)複数回献血の増加について

・複数回献血者については、平成22年 (2010年)度の 100万人を踏まえ、平成23年 (2011)度は106万人、24年 (2012)度は111万人、25年

(2013)度は 115万人、26年 (2014)度は年間120万人まで増加させる(参考 1)。

2.上 記 1.を達成するための重点的な取組み

(1)献血の意義を明確に理解していただく。

献血の意義や、献血血液の医療現場での使用状況について、国民が広く理解できるように進めることが、献血意識を高めることにつながることか

ら、、当年度以降、血液事業をより理解していただくためのターゲットごとの広報を継続的に展開し、受血者の顔が見える取組みを一層強化する。

(2)安定供給につながる若年層〈中学生、高校生)への対策に力を入れる。
「高等学校学習指導要領解説 保健体育編」にr献血制度についそ適宣触れること」が盛り込まれたことから:平成23年から25年度にかけては、

高校生はもとより将来の献血可能群である中学生を対象とした献血セミナーを学校へ出向いて積極的に実施するよう努める(参考1)。

内容としては、献血のみならず赤十字活動全体を含めて命の大切さ等を盛り込んだ統一資材を用いる。26年度以降は、それまでの実施状況等を
踏まえ、統一資材の改8T及び献血セミナー実施日標の新たな設定も含めて、当該施策を展開する。

(3)安心して献血がで る環境を整備する。

献血ル‐ムについては、平成22年 9月に策定された「献血ルーム施設整備ガイドラインJに基づき、平成23年度以降順次移転・拡張等を進め

る.

201′0916
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また、献血バスの機能面の改善、イメージアッた 目的として、平成23年 度中にトラック仕様の献血バス(平成22年 度導入済)の運用の調査及び

評価を行つた上で,仕様等の検討を行い、平成 24年 度以降に具体的な製作導入に向けた作業を進め、その導入を図るc

(4)採血基準の見直uお 献血静 ォロー           ヽ

400mL献 血の可能年齢を男性 17歳に引き下げること及び血小根成分採血を69歳まで延長すること等の省令が改正され、平成23年 4月から

実施されたことから、採血時あるいは採血後の副作用発生状況を把握していく。また、同時に献血の必要性、採血副作用の種類。発生頻度、献血後

の注意事項等の献血に関する必要な情報について初回献血者を始めとした献血者へ周知徹底していく.

(5)献血手帳(カード)の様式見直し等を行う。

複数回献血の増加を図るために、複数回献血クラブ会員(希望者)を対象として、現行の献血カードに加え、新たなデザインの献血カードを提供す

る(平成23年 10月 3日全国導入予定.参考2)|

また、現在の磁気カードに替わり、データ容量の多いlCカードの導入について、平成23～24年度中に検討を開始、平成25年度中にシステム構

築を進め、平成26年度中の導入を図る。

(6)効率的な献血受入のあり方を各血液センタ■で共有する:

平成23年 度に献血バスの採血効率や献血受入環境(接遇体制。行政や献血推進団体等との関わり等)の調査を行い、平成24年度以降、各血

液センターにおいて効率的な採血の実施にかかる情報の共有を図り、採血効率性を高める。

(7)献血受入に係る効果的な広報のあり方を検討する。

各■血ルームにおける献ュ者の動向調査結果(“採血基準の見直しと献血者確保の方策に関する研究
"河

原委員報告。平成22年 3月)を踏まえ、

年齢別・地域別の献血者分布に基づく、献血者確保の効果的な広報のあり方を検討する。
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(参考)平 成 23年 度献血受入計画

(1)献血受入の基本方針

ア.献 血受入体制の整備

献血者の安全性と利便性に配慮し、立地条件等を考慮した採血所の設置、移動採血車による計画的採血等、効率的な採血を行うための設備及び体

制の整備・充実を経続的に実施する。また、採ユ所における休憩スペニスの十分な確保や地域の特性に合わせたイメージ作り等環境整備に努め、一

層のイメージアップを図る。

イ.献 血者の処遇等の充実                        ・

献血者が安心して献血できるようiミ、献血の受入れに当たつては、献血者をT事 に処遇し、不快の念を与えることのないよう、職員の教育訓練の充

実強化により献血者の処遇向上を図るとともに、献血者の意見'要望を把握し、献ユ受入体制の改善に努める。

また、献血者の個人情報保護や献血者健康棋害救済制度についても適正な運用に努める。

ウ。初回献血者への対応                   、

初めて献血をする方の献血に対する不安等を払拭するために、献血の手順や献血後の過ごし方等の映像やリーフレット等を活用した事前説明を十

分に行う。また、学校献血会場において、採IL後の献血者を″ する者を配置し、採血副作用の防止に努める。
工.検査サービス等の実施

献血者の健康管理に資するため、|:き続き希望者に対し生花学検査成績、血球計数検査成績をお知らせする。

また、ヘモグロビン濃度の低値により献血にご協力いただけなかつた献血申込者に対して健康相談等を実施し、献血者の増加を図る。

(2)献血者の確保

血液製剤について、国内自給が確保されることを基本としつつ、将来にわたって安定的に供給される体制を維持するため幼少期も含めた若年層、企案
や団体、複数回献血者を普及啓発の対象として効果的な活動や重点的な献血者募集を実施するとともに健康な高年齢層の献血受入れ:■ついても積極

的に推進する.

また、病気やケガのために輸血を受けた患者さんや、そのご家族の声を伝える等により、血液製剤がこれを必要とする患者さんへの医療に欠くことの

できない有限なものであることを含めた献血思想の普及啓発を図る。

20ff0916
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特:F少子高齢化による若年層献血者の減少を踏まえ、若年層を対象とした取組みとして体験学習の経続的な実施等、献血への動機付けとしての活動

も積極的に推進する。

ア.若 年層を対隷とした対策        ｀
l①

若年層全体に対する対策            ｀

若年層向けの雑誌、放送媒体、インターネット等を含む様 な々広報手段を用いて、同世代からの働きかけ、病気やケガのために輸血を受1ナた患者さ

んや、そのご家族の声を伝える等、効果的な広報に努める。

② 4 学ヽ生、中学生を対療とした対策                                     .

献血の意義や血液製剤について分かりやすく説明するため、ポランティア組織の協力を得ながら、学校へ出向いての献ユセミナーや血液センター等

での体験学習を積極的に行い、二しい知識の普及啓発と協力の確保を図る。

③ 高校生を対象とした対策

「高等学校学習指導要領解説 保健体育編」に献血に関する内容が盛り込まれたことから、これまで実施してきた若年層献血はもとより、献血のみ

ならず、赤十宇活動全体を含めた命の大切さ等についての献血セミナーを学校へ出向いて積極的に実施するよう努める。

④ 大学生を対象とした対策
・献血推進活動を行つている献血ボランティア組織等の協力を得て、連携を図り、大学生における献血や血液製剤に関する理解、献血体験の促進に

努める。
・学生献血ポランテイアとの更なる連携を図るとともiこ、その組織基盤強化を図る。
・さらに、将来の医療の担い手となる学生等に対して、多くの国民の献血によって医療が支えられている事実や血液製剤の適正使用0重 要性への理

解を深めてもらうための取組みを行う。

⑤ 10代への啓発として、採血基準の改正により、男性に限り400mL全血採血が17歳から可能となることについて普及啓発に努める。

イ.献 血者の年齢層に応じた献血推進対策

① 20歳代後半～30歳代の女性を対象とした対策
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この年代の女性については、出産、あるいは子育てに忙しいという理由により献血者が減少しているものと考えられることから、その取組みとして、

地域の特性に応じて献血ルームにキッズスペースを整備する等の受入体制を整え、親子が献血にふれあう機会を設けるよう努める。

② 40歳～50歳代を対象とした対策

企業や団体の中心的な存在であるこの年代に対して、「血液の使われ方」、「献血可能年齢J等について正確な情報を伝え、相互扶助の観点からの

啓発を行い、社会貢献活動の一つとして、地域の実情に即した方法で企業・団体等における献血の推進を図る。

③ 60歳以上を対象とした対策
・この年代は、60歳を超えたところでの献ユ者撃の割合が急激に減少しており、その理由として定年退職することにより献ユに関する情報に触れる機
会が減ってしまうことや健康上の問題等が要因として考えられることから、定年退職後も引き続き積極的に献血に協力してぃただけるよう、情報伝達
の方法を工夫するなど献血者の増加を促進するよう努める。

・70歳以上の献血が出来なくなった方についても、個人ボランティアとして協力頂き、献血の推進に支援いただけるよう努める。
。また、血小板成分献血にっいて、採血基準の改正により、男性に限り69歳まで可能となることについて普及啓発に努める。

ウ.企 業等における献血の推進対策                        |

社会貢献活動の,澤 として、献血に協賛する企業や団体を募り、地域の実情:=節した方法で献血の推進を図る。

工.複 数回献血協力者の確保  |

複数回献血協力者を確保するため、複数回献血クラプの充実等、重点的な啓発、施策を彿 よう努める。

また、複数回献血の増加を回るために、複数回献エクラブ会員で希望者)を対象として、■行の献血カードに加え、新たなデザインの献血カードを提
供する(平成23年 10月 3日全国導入予定.参考2)

ホ 献血推進キャンペニン等の実施

将来の献血基盤となる10代 ・20代 の若年層献血の推進は、血液事業!子とつて喫緊の課題であり、広く国民への献血の普及啓発を図るため、戦略
的なキャンペーン等の広報を展開する.

20ff0916
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【平成23年 度に予定されている主なキャンペニン】

・複数回献血者確保キャンペーンく4～5月 )

・愛の血腋助け合い運動(7月)

。いのちと献血俳句コンテスト(7月 ～12月 )

。全国学生クリスマス献血キャンペーン(12月 )

。はたちの献血キャンペ‐ン(1～2月 )

。LOVE inActionプロジェクト(通年)



(参考1)

①嘴少年等献血ふれあい事業

②嗜年者献血セミナー事業
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(参考 2)

複数回献血クラブ会員専用力=ド について

1  目 的

若年層の献血者数の増加、安定的な集団献血の確保、複数回献血の増力Dlこついては、平成26年度までの中期日標を設定し、重点的に推進を図つてい

るところであるが、その中で複数回献血者については、平成26年度までに120万 人まで増加させる日標を設定し、取り組んでいるところである。

特に若年層の複数回献血の推進については、メールを利用した複数回献血クラブの入会促進を積極的に行うことが必要と考え、今般、従来のデザインと

異なる新たなデザインの献ユカードを「複数回献血クラブ」会員へ発行することにより、会員限定の付加価値の高いサービスとして提供する。また〔入会して
いない献血者には入会促進のツールとして活用し、更なる複数回献血の推進を図る。

2.運 用開始日

平成 23年 10月 3日 (月)予定

従来型

中融 轟
世界地図型

キヤラクター

(けんけつちゃん)型
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採血基準の見直しに伴う影響について

20ff0916
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I.採 血基準の改正内容

「安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律施行規則の一部を改正する省令の施行|こついてJ(平成 ?3年 3月 11日付け薬食発o311第 1

号厚生労働省医薬食品局長通知)により、採血基準が以下のとおり改正されたく施行時期 平成"年 4月 1日)。

1.健 康診断の方法の見直し

。健康診断の方法から血液比重検査を肖1るb

2.‐全血採血基準の見直し

(1)共通
・血液比重に係る部分を削る。

(2)200mL全 血採血

・男性に限り、献血可能な者の血色素量の下限値を『12g/dL」から「12.5grdL」こ引き上げる。

(3)400mL全 血採血

・男性に限り、献血可能な者の年齢の下限を「18歳」から「17歳」に引き下げる。
・男性に限り、献血可能な者の血色素量の下限値を「12.5grdL」から「13g/dL」に引き上げる。

3.血 小板成分採血基準の見直し

男`性に限り、献血可能な者の年齢の上限を「54歳」から「69歳」に引き上げる165歳から69歳 までの者については、60歳 から64歳 までの間に献

血の経験がある者に限る。)。
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Ⅱ.採血基準の改正に伴う献血状況

日本赤十字社では、平成23年 4月 1日から、改正された採血基準による献血受入を開始した。それに伴う献血の状況及び開始前後の広報展開につい

て、以下のとおり概要を報告する。

なお献血状況の対象期間は、平成23年 4月 1日から平成23年 7月 31日までの4ヵ月間とした。

1, 4∞mL献血者熱(17歳男性)の推移

対象となる献血者数は4,408人であつた。また、17歳男性全血献血者の合計は6,022人であり(400mL献血者数の構成比は73.2%であつた(グラフ1)。

今後、同様の協力状況が継続された場合、年間で約13,000人になるものと推定される。                     :   '

(グラフ1)
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2.血 小板成分献血者数(55‐69歳の男性)の推移

対象となる献血者数は 22,811人であつた。血小根成分献血者(男性)の合計は 219,917人であり、55‐69歳 男性の血小板成分献血者数の構成比は

10.496であった(グラフ2)。今後、同様の協力状況が継続された場合、年間で約68,000人になるものと推定される。

(グラフ2)

人
500 「

〈対象期間 :2011.04.01‐ 31)

400

300

200

100

0

―  献 血者数(日踊)

一  献 血者数(黒計)

4/1 4  7 10 13 16 19 22 25 2891 4  7 10 13 16 19 22 25 23 31 3  6  9 12 15 13 21 24 27 30 3  6  9 ,2 15 18 21 24 27 30

18‐54歳 構成比 55‐69歳 構成比 計 構成比

平成 22年 度 210.007 1000% 210.007 100.眺

平成 23年 度 197,106 896% 22.811 104% 219,917 1000%

200mL献 血 構成比 400mL献 血 構成比 計 構成比

平成 22年 度 4,604 1000% 4,604 100.0%

平成 23年 度 1,614 26.8% 732% 6,022 1∞.0%

・4‐7月 (4ヵ月間)の比較

'4・7月 (2カ月間)の比較
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3 血 色素量の下限値の31き上げにより献血できなかった方(男性)の推移

200mL献 血希望者 240人 については、血色素量の下限値の引き上げ(12.Og/dL→ 12.59/dL)により採血基準を満たしていないことから、献血
力くできなかつた。

また、400mL献 典希望者 14,254人については、血色素量の下限値の引き上げ(12.50/dL→ 13.Og/dL)により、12,922人 (献血希望者の
90.7%)が献血できなかつた状況である一方で1200mL献 血、血小板成分献血及び血漿成分献血での協力者は 1,332人であった(献血希望者の
9.3%)。

血色素量120‐124 献血希望者 献血できなかつた方 献血協力者

200mL献 血 240 240

・
血色素量の下限値の引き上げにより200mL全 血採血基準を満たさない群

血色素量 125‐12.9 献血希望者 献血で書なかった方
400mL献 血以外での献血協力者

200mL献 血 血小板成分献血 血棄成分献血 計

400mt献 血 14,254 12,922 l.183 8 4 1,332
・血色素量の下限値の引き上げにより400mL全 血採血基準を満ため い群

4. 広 報展開

また、広報展開として、①テレビCMの 放映、②新諄43紙 (全国紙3紙 ,各地域で購読率の高い地方紙30紙 ,スポーツ紙全国版4紙 計3,700
万部)への掲載、③ラジオ番組での周知:④ポスターの作製く32判 5,000部.B3判 5,000部)、掲出、及●⑤日本赤十字社HPへ の関連情報の掲載
並びに各献血会場でのデジタルサイネージ(映像配信機器)を用いた周知等を実施したく参考).

20110916

E

(参考 1)

I テレビCM放 映(別添 1参照)

1`番組提供(全国放送)

・上記番組中に30秒のCMを 1回又は2回放映したこと。

2.スポット放映

放送局名 番組名 放送日 放送曜日 放送時間

日本テレビ COing:Spoお 8News 平成23年 3月 5日:13日 ,19日 .27日 土 。日 23時 55分 -24時 35分

TBS

激闘大家族SP

東京下町5つ子ちゃん成長期2011
平成 23年 3月 8日 火 1 9時 5 6分 - 2 1時 4 8分

世界進出バラエティー メイドインJAPAN 平成23年 3月 22日 火 19時 00分 …20時 54分

紳助社長のプロデユ=ス 大作戦 SP 平成 23年 3月 29日 火 19時 00分 ―-20時 54分

フジテレビ L:VE2010す ばると,〈土曜日) 平成 23年 3月 5日 .19日 土 24時 15分 …25時 05分

地 区 放送局名

北海道 札幌テレビ 北海道放送 北海道文イヒ放送 北海道テレビ

東 北

青森放送 青森テレビ 青森朝日放送 テレビ岩手 :BC岩 手放送

岩手めんこいテレビ 岩手朝日テレビ 岩手朝日テレビ 宮城テレビ 東北放送

仙台放送 東日本放送 秋田放送 秋田テレビ 秋田朝日放送

山形放送 テレビュー山形 さくらんぼテレビ 山形テレビ 福島中央テレビ

テレビユー福島 福島テレビ 福島放送



地 区 放送局名

関東甲信越
日本テレビ フジテレビジョン テレビ新潟 新潟放送 新潟総合テレビ

新潟テレビ21 山梨放送 テレビ山梨

東海北陸

北日本放送 チューリップテレビ 富山テレビ テレビ金沢 北睦放送

石川テレビ 北陸朝日放送 福井放送 福井テレビ テレビ信州

信越放送 長野放送 長野朝日放送 静岡第一テレビ 静同放送

テレビ静同 静岡朝日テレビ 中京テレビ 中部日本放送 東海テレビ

メ～テレ

近 畿 讀責テレビ 関西テレビ

中四国

日本海テレビ 山陰放送 山陰中央テレビ 西日本放送 山陽放送

岡山放送 瀬戸内海放送 広島テレビ 中国放送 テレビ新広島

広島ホニムテレビ 山口放送 テレビ山口 山口朝日放送 四国放送

南海放送 あいテレビ テレビ愛媛 愛媛朝日テレビ 高知放送

テレビ高知 高知さんさんテレビ

九州沖縄

福岡放送 RKB毎 日放送 テレビ西日本 九州朝日放送 サガテレビ

長崎国際テレビ 長崎族送 テレビ長崎 長崎文化放送 熊本県民テレビ

熊本放送 テレビ篤本 熊本朝日放送 テレビ大分 大分放送

大分朝日放送 宮崎放送 テレビ宮崎 鹿児島読売テレビ 南日本放送

鹿児島テレビ 鹿児島放送 琉球放送 沖縄テレビ 琉球朝日放送

20ff0916
日本赤チヂを″滋事業本″

☆
各放送局の空き時間帯に放映を依頼したこと(平成23年 3月 13日 から31日 までの間)。

20ff0916
″本オ■宇任庇滋事業本部

新聞広告掲載(別添2参 照)

1.掲 載紙        1

全国紙(読売新聞:朝日新聞。日本経済新聞)3紙・地方主要紙36紙 ・全国版スポーツ新聞(スポーツ報知・.日刊スポーツ.スポニチ・
サンケイスポーッ)4紙の合計43紙  合 計 約3.700万部

掲載規格

全 5段 モノクロ

掲載日

平成23年 3月 1甲から31日までの間 各紙 1回

ラジオ番組での告知

」FN3o局 ネットにより毎週月曜日から全曜日の午前6時 30分から10分間放送している「LOVE h Aclion」において、逐次、採血基準の一部
改正に係る情報を提供したこと。

Ⅳ ポスター製作及び配布等

採血基準の一部改正に係るポスター(別添3参照)を1万部(B2判 5,000枚、B3判 5,000枚)、A4判クリアフアイル(別添4参照)を40万部
(A4判 )、各々製作して各血液センターに配布するとともに、各献血ルームに整備してあるデジタルサイネージ(映像配信機器)においてもポスタ
―情報を掲出したこと。

また、献血推進国体等に配布することを目的に 当ヽ該採血基準の一部改正に係るウーフレット01添 5参 照)を制作し、より詳細な情報の周知
を図つたこと。さらに、献血Waker(一般国民向け献血推進小冊子)に関連記事を掲載したこと (別添6参照)。

2.

3.



別添 1(テレビCM)

l : i : : ! I ] ] l l   ♪

1‐

 ‐

' | | | | | ! l l l l l l l l ! l       i l

l ｀

1 %

` 賣

.y摯ぅ

ロ ヤわ

□
鸞 絡

□

・しく…

20ff0916
日本赤チ字を″厳事黎本訪

20,10916

ロホ赤―

別添3(ポスター) 別添 4(クリアファイル)

別添2(新聞広告)

・~   二
[=_== LEL==壁 _二■  '°11‐甲'11・1 "。.1,■ … 1■

蝉

年齢条:件などの採血基準が
一部改正になります。

1
tL(ulaa+ttoi-a^-r^r 'F.4J'_ q,.r{..,.b

** : t : l  4oomL.d

献血にごta力いただける皆様ヘ

年齢条件などの採血基準が
一部改正になります。
(颯

霞■lごtBヵぃただltう方の年●o“ 大

`al:筐:it鶴 =tr二:■1111記Tl,F口・・:'23`′`ιj●●"|●7●●:E“,■"Br・

器 籠菫轟澪,:響景讐器 覇鞘課 ■ :

“しく13日本●十宇社●ホームヘージヘ,1
'rli-rii"' 

.rr, ---.1c.o'.1c t
t

+雪 圏



ヽ
終
鶴
訃
ヽ
Ｎ
苺
ヽ
＋
ヽ
ヽ
ヽ

い
い
い
０
い
い
０
ヽ

20′′09′6
ロホ赤十宇社血液事業本部

(参考2)

11男t400mL献 血年齢引き下げ(18歳→17歳)による影響

表1.献血者数

男 性 女 性
計200 400 J 1ヽ1

計 857.1 254.390 360178 1226.320

女 性
計

年齢 200 400 ′卜計

3856 3.356 4,692 8548
1・614 6,022 6.146 6,146

20.170 21310 5,373 7792 13.165 34.475
計 24.578 31.188 7,792 24.003

表2.WR発 生数

――
‥
封
建
潜
辮
離

「
”
■
”
饉
籠
籠
性
諄
摯
慰
＝
絣
鋼

い
い
■
■
Ｈ
ド
Ｈ
＝
Ｈ
ｉｌ
口
彙
Ｈ
Ｅ
摯

＝

―

―

‥

”
麟

″
１

１

ｌ

Ｍ

■

一
抵

謝

薔

鱗

懸

・
‘

（
上
、
ハ
ヽ
―

か
）
０
樅
¨
一
¨

男性 女性
計

年齢 200 小計 400 小 計

1.01γ 15%

0999 2.000/1 173ツ 01ツ

2.54ツ 2.629 2.62ツ .66% 274%
計 1.279 2.51%i 225% 1.26% 3810/ 209% 218%



表1.献血者数

献血者合計

20ff09f6

日本赤

2.男性血小板献血の年齢=lき上げ(54歳→69歳)による影響
〈平成23年4月～7月)

表3.VVR発 生率表2.VVR発 生数

献血者合計

男性 女性
計

PPP 小計 PPP

計 210006 346403 134429 480.832

男 性 女性
計

年齢 PPP ` 1 tヽ l PPP

2187 3.516 5.703 1.485

5209 ,343 6.552

2557 4,548 .370

2.233 4.164 5435

1663 3.509 4.632

1,763 1.829 3.592 4.655

1752 3,641 4.785

1.515 1056

4.043

1.233 837 2,866

489

1,078 1.536 2,027

377 1,546 2.033

l■ 23.437 22.811 46.248 13853 60101

男性 女 性
計

PPP 小計 PPP

計 1484 2.526

男性 女性
計

年齢 PPP ′1 計ヽ PPP

5 7

4

4

2

2 3 5

1 2

3 3 6

4

9

3 8

2 3 2 5

1 5 6

67 3 0 3

1 5 7

1 8

総 計 237

男性 女性
計

年 齢 PPP PC 小 辞 PPP

0237 0.20γ 021% 0.679

020% 038γ 0.31γ 0.97%
57 0.20% 0.51γ 037%

0.10γ 0.49% 0:31% 046ツ

0:16γ 0.14% 043ツ

006γ 0.05γ 0.06% 0.30ワ

0.16% 0.179 0.16% 0.33ワ
0.32γ 0.26ツ 0.20% 1049 047ツ

0.179 0.297 1.27躍 052ツ

6 4 008ツ 024ツ 1.07ツ 0389

0.419 0.25ツ 0.47ツ

0.119 0.00% 0.07% 1.25% 0.33ツ

6 7 0.0991 0.44ツ 0.20鋼 0.00% 0.15ツ

0.27γ 0.13γ 1.03ツ

0.03γ 0_20“ 0.12γ 1.20% 0389

計 030% 0.22% 0960/
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東日本大震災への対応

1 暴 |
日稀 卸

2011/9/16

+霊 認

１

２

３

４

５

血液センタTの 被災状況

血液製剤の安定供給と献血者の安定的確保

福島第‐原子力発電所事故にかかる対応

計画停電の影響

身元不明遺体の特定にかかる協力



2011/9/16

幸惚趨

1.血 液センターの被災状況

着手県セ"― (盛岡市)
。本震震度:5強
・職員安否:3Jl l夜 全員確認
・主な施設被書
・特になし

富城県セ"― (仙台市)
・本震震度:6強
・職員安否:3′14朝 全員確認
・主な施設被書
・事務室等のOA機魯の転倒や転落
・検査、襲翔機器の転倒や破損等
・施設配管設備等の破損

福島県センタ…(福島市)
。本震震度:5強
(いわきC6弱 、会津C5諄 )

・議員安否:3r13午後 全員確認
・主な施設被書
・天丼巾板瀾落程度の授壊あリ
・都中供給出張所:建物損壊の恐れ
。原町供給出張所:原発の影響により

撤収

3

中騨鯉

ライフラインの復旧と各業務の再開日

検査1東北各県の検査業務は宮城Cに集約
製剤:岩手C、山曖 の製剤業務は宮城Cに集約

ライフラインの復旧 献血受入再開日: 検査・製剤再開日:

臓 ガス 粕 :固定施設 移動採血 饉 製剤

青森C 3/13
3/14 宮城C再開まで

東京Cで実施
3/13

八戸C 3/12 3/i4

岩手C 3/12 4/20 4/18 4/18 4/18

宮城C 3/27 3/22 4/18
5/1

(贅入可tri会場
から再D

4/13 4/13

秋田C 3/12 3/13 富城C再開まで
東京Cで実施

3/13

山形C 3/12 官城C再開まで
埼玉Cで実施

富城C再開まで
新潟Cで実施

福島C 4/18
5/1

(受入可能な会場
から再D

4/18
1  会 津C 4/25

I ur*:*c 3/14 4/8 4/26

2



+朧 理

2.血 液製剤の安定供給と

献血者の安定的確保

繊災地域の需要分を上
祟せして… ・い

地城で採血

保血した血液は各製造所
で襲遺後、東京に集め、
使用可能な搬送手段によ
り敏災地域に毎日補充

2011/9/16

十里電鷲〕

被災地域における安定供給への影響   i

医療機関と連絡がとれない(有線電話口携帯電話ともに不通)

O医 療機関に直接訪問し血液製剤を供給(巡回供給)

燃料の不足(ガソリン、軽油)             :
○緊急車輌め燃料補給にも苦慮
○公共交通機関の不通、一般車輌の燃料補給が困難なことにより職員の
通勤1こ支障(基幹センターである宮城県センター供給業務を中心として、
全国の血液センタ=か ら緊急車輌8台、延べloo人の支援)

停電により自家発電装置のない供給施設等の血液製剤等は 1
母体の血液センターベ搬送

被災地域での献血受入は困難            s.



2011ノ9/16

+懃 燿

全国的な支援体制により安定供給を確保

+摯 電=澤

宮城ブロックの採血及び供給状況(3月～4月) (逮襲D
3月 4月

献血者数

(人)

前年比

(%)
供給本数
(単位換算)

前年比

(%)
献血者数
(人)

前年比

(%)
供給本数
(単位換算)

前年比
(96)

宮城ブロック 19,744 61.1 95′302.0 83.2 15,737 47.6 10Q002.5 98.5

E睡翌萱二
1,687 14,314 87.7 1,925 41.2 16,078 105.2

:陸翌萱= 2,708 35.4 2Q900 76.4 1,340 18.2 27′224.5 111.0

:1福号県 z611 34`7 19′959.5 70.9 759 9.2 21,187.5 84.9

〔例:血小板製剤〕                         |

議ι尋ダ雇曇糀 隻催線驚2菫Fを各プ
ロッ71計甲停冒のた,東膏ブロッタは

月曜日平均供給数が205本であれば9割に当る185本を需給調整
〔内訳〕Jヒ海道ブロック(1割・18本)、愛知プロック(2.5割・47本)、大IIEブロック(3割・55本)
、岡山プロック(2割・38本)、福岡プロック(1.5割127本)             7
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+煙 鼎

血液製剤(赤血球製剤)の在庫保有率の推移

【参考】平成23年3月分における400mL献血者数及び血小板献血者数の対前年同月比(献血者速報値)

9

( 年間の平日の平均1日 の3日分を目安)を1 し るヽ

プロック 3月11日 3月21日 3月31日 4月11日
献血者数対前年同月比※

4oomrfl& 血小板献血

北海道 15496 26396 194り6 20396 10■0% 119.096

富城 17596 17296 15796 17796 61.796 39.096

東京 200% 245% 209% ■8096 104.896 98.596

愛知 190% 28396 282% 22996 113.496 113.496

大阪 180% 26296 24696 19296 114596 108.496

岡山 17096 23696 26796 19596 115.396 108.396

福岡 16796 37196 39796 200% 131.496 119.996

合計 283% 26396 249% 195% 1095% 102.196

+霊 潔

― 安定供給への対応 ―
一時期に偏ることのない継続的な献血へのお願い

I     琶 腎嬉讐石ぱ異翼員
にお

亨
まじ醐彙 医療機関からの需

〒
しかしながら、血液製剤は有効期限があることから、一時期に献血者が集中

するとご期限切れが発生し、医療機関への安定供給に支障をきたす恐れがあり
ます。
皆様からの善恵の献血を無駄にすることなく最大限に被災地の医療に活用す

るため、一時期に偏ることのない継続的な献血が必要でありますので、何卒き
理解のうえ、今後とも献血へのご支援を賜りますようよろしくお願いいたします。



2011/9/16

|      +摯 霊鴛1

3:福 島第

:、.式_:i九
国

ヽ

f

イ

+懃 爛

南相罵市E原町供給出張所(第一原発から約25b)の 業務休止

→ 半径20km圏内の地域住民に対する国からの避難指示を受け:
3月 13日 に撤収し、在庫を福島センターに移管して福島センター

からの供給に切替える .

いわきセンター(第一原発から約45肺)の貯留保管新鮮凍結血漿
の移管                     ■

→ 非難区域が拡大する事態を想定し、移送に時間がかかる

貯留保管新鮮凍結血漿(約6′500本)を3月18日 に九州血液
センターヘ移管

現在も業務は継続中 `″

供給時における放射能対策

→ 線量計を配備し、30Кm圏内を走行する場合は携帯   12

6



2011/9/16

十

一

Bな赤十字電

4.計 画停電の影響

対象地域の献血ルTム では受付時間の変更(時間短縮)

検査口製剤業務の作業時間の延長(夜間対応等)

+霊 鯉

5.身 元不明遺体の特定にかかる協力

非常時における例外措置として協力

【条件】

① 東日本大震災の行方不明者であること       ,

② 本人の家族、親族の要請によるものであること

③ 本人の特定のためのDNA鑑 定のためにのみ使用すること '

④ 使用後は血液を廃棄すること         :

⑤ 検体保管の目的に支障を及ぼすことがないこと

(提供する血液は微量であること)



2011/9/16

+惚 古理

全体的な流れ

十 聴

(平成23年 9月 12日 現在)

・同意書受領数 ・・・1′271

・献血者履歴有りの数 ・・・183

ご血液提供数 ・-122

・提供血液により身元が判明した数 ・:ロ30

8



一
國

献血推進 2014の 達成 目標の進捗状況について

献血推進に係る新たな中期目標について

～献血推進 2014～

平成22年 11月 9日

1.背 景及び目的

病気やけがで血液を必要とする方が我が国には数多くおられるがtこ れらの血液
は、国民の善意による無償の献血により支えられている。我が国の献血者は昭和60

年度には延べ約 876万人を数えたが、その後減少の一途をたどり、平成 19年度には

約496万人まで低下した。その後、平成17年度から5ヶ年の目標を立て実施した「献
血構造改革」の取縄み等により、平成21年度には約530万人まで回復したもめの1
10代の献血率は依然低下傾向が続いており、高齢化により血液の需要の増加が見込
まれる将来の安定供給が危ぶまれる状況にある。

日本赤十字件が実施した血液需給将来推計シミュレーションでは、現在の献血率
(献血可能人口の献血率 5.9%)の まま少子高齢社会が進展すると、需要がピーク

を迎える平成 39年 (2027年)に は、献血者約 101万人分の血液が不足することが
示された。

こうした状況を踏まえ、将来年亘り血なの安定供給を行える体制を確保するため、
平成 26年 (2014年)度 までの達成目標を以下の通り設定しご

´
献血の推進を一層強

力に実施することとする。[献血推進2014]

項 目 目標 H21年度

若年層の献血者数の増

カロ

10代 (注1)の献血率を6.4%まで増加

させる。
6.0%

20代の献血率を8.4%まで増加させ

る。
7.8%

安定的な集団献血の確

保

集団献血等に協力いただける企業 ・団

体を 50,000社まで増加させる。
43,193社

複数回献血の増加
複数回献血者を年間120万人まで増加
させる。

984,766人

(注1)10代 とは献血可能年齢である16～19歳を指す。

3.重 点的な取組みについて

上尋の目標を達成するため、以下に掲げる事項に重点的に取 り組む。

① 献血の意義を明確に理解していただく。

献血の意義や、献血血液の医療現場での使用状況について、国民が広く理解し

ているとは言い難い状況にあり、また、その理解を進めることが、献血意識を高め

ることにつながることが示されている。献血推進にあたっては、献血の意義を国民

に十分理解していただくことに努めるとともに、受血者の顔が見える取組みを一層
強化する。

② 安 定供給につながる若年層への対策に力を入れる。
10代、20代の献血者は、今後長期にわたり我が国の輸血医療を支える重要な世

代である。

i)10代への働きかけ

10代は、多くの献血者が人生で初めて献血を経験する世代である。平成23年

4月 1日の採血基準の改定及び平成21年 7月改訂高等学校学習指導要領解説保

健体育編における 「献血」に関する記載を踏まえ、19代の方々に献血の意義を
よく理解していただき、初めての献血を安心して行っていただける環境の整備を
一層図る。さらに、200ml献血のあり方について、医療機関における使用実態等
を踏まえ、検討を進める。

il)20代への働きかけ

20代には、献血を経験したことがある方が多くいるが、その後リピータードナ
すにならず、献血行動からドロップアウトする方が多い世代である。献血を体験
した方が、献血の意義を深く理解され、長期にゎたリリピータードナーになって
いただける取組みを強化する.

これらの取組みの実施にあたっては、若年層献血者が多い諸外国での取組みも

参考にしつつ、行うものとする6

③ 献 血することにより心の充足感が得られる環境を整える。

献血は相互扶勁の精神に基づく尊い行為であり、献血者一人一人の心の充足感が、

活動の大きな柱となっている。そのため、献血:ヒ協力いただけた方々が、心の充足

感をより得られ、安心快適に献血を行つていただける環境を一層整える。
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平成 23年 度の献血の推進に関する計画

前文

。本計画は、安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律(昭和31年法律第16
0号 )第 10条 第 1項 め規定に基づき定める平成 '3年 度の献血の推進に関する計画そ

あり、血液製剤の安全性の向上及び安定供給の確保を図るための基本的な方針(平成2
0年 厚生労働省告示第 326号 )に 基づくものである。

第 1節  平 成 23年 度に献血により確保すべき血液の目標量

°
ノご躁il:(II:l:宅1,誅譜鯛蹴謬νβ『島し)儡 ド写;`|
ルであり、それぞれ0.02万 リットル、54万 リットル、27万 リットル、17万 リ
ットルが製造される見込みである。

・ さらに、確保されるべき原料血Tの 量の目標を勘案すると、平成 23年 度には、全
血採血による145万 リットル及び成分採血による62万 リットル (血漿採血27万
リットル及び血小板採血35万 リットル)の計207万 リットルの血液を献血により確
保する必要がある。

第2節  前 節の目標量を確保するために必要な措置に関する事墳

前年度までの献血の実施状況とその評価を踏まえ、平成23年 度の献血推進計画にお

ける具体的な措置を以下のように定める。

1 献 血に関する普及啓発活動の実施
。 国は、都道府県、市町村 (特別区を含む。以下同じ。)、 採血事業者等あ関係著め

協力を得て、献血により得られた血液を原料とした血液製剤の安定供給を確保し、そ
の国内自給を推進するとともに、広く国民に対 し、治療に必要な血液製剤の確保が相

互扶助と博愛精神による自発的な献血によって支えられていることゃ、血液製剤の適
正使用が求められていること等を含め、献血や血液製剤について国民に正確な情報を
伝え、その理解と献血への協力を求めるため、教育及び啓発を行う。

・ 都道府県及び市町村は、国、採血事業者等の関係者の協力を得て、より多くの住民
の献血への参加を促進するため、対象となる年齢層や地域の実情に応じた啓発、献血
推進組織の育成等を行うことにより、献血への関心を高めることが必要である。

・ 採血事業者は、国、都道府県、市町村等の関係者の協力を得て、献血者の安全性に
配慮するとともにt継 続して献血に協力できる環境の整備を行うことが重要である。

‐
1 ‐

                   ‐

このため、国、都道府県、市町村等の関係者と協力して効果的なキャンペーンを実施
すること等によ、り、献血や血液製剤に関する一層の理解と献血への協力を呼びかける
ことが求められる。

。 国 、都道府県、市町村、採血事業者及び医療関係者は、国民に対し、病気や怪我の

ために輸血を受けた患者や、その家族の声を伝えること等により、血液製剤がこれを
必要とする患者への医療に欠くことのできない有限で貴重なものであることを含め、
献血や血液製剤についてρ普及啓発を実施し、又はこれに協力することが必要である。
また、少子高齢化の進行による血液製剤を必要とする患者の増加や献血可能人口の減
少、血液製剤の利用実態等について正確な情報を伝え、献血者等の意見を踏まえつつ、
これらの情報提供や普及啓発の手法等の改善に努めることが必要である。さらに、血

液製剤の安全性の確保のための最組の一環として、感染症の検査を目的とした献血を

行わないよう、献血における本人確認や問診の徹底はもとより、平素から様々な広報

手段を用いてt国 民に周知徹底する必要がある。

1 国 、都道府県、市町村及び採血事業者は、平成22年 1月 27日 に実施された英国

滞在歴による献血制限の見直し及び平成23年 4月 1日に施行される採血基準の改
正について、国民に対して十分に広報を行い、献血への協力を求める必要がある。

。 こ れらを踏まえ、以下に掲げる献血推進めための施策を実施する。

① 効 果的な普及啓発、献血者募集等の推進

血液製剤について(国内自給が確保されることを基本としつつ、将来にわたって安

定的に供給される体制を維持するため、幼少期も含めた若年層、企業・団体、複数回
献血者に対して、普及啓発め対象を明確にした効果的な活動や重点的な献血者募集を

実施し、以下の取組を行う。

<若 年層を対象とした対策>
。 国 、都導府県、市町村及び採血事業者は、献ュ推準活動を行うボランティア組

織等の協力を得るとともに、機能的な連携を図ることにより、若年層の献血や血

液製剤に関する理解の促進及び献血体験の促進に組織的に取り組む。また、若年

層への啓発には、若年層向けの雑誌、放送媒体、インターネット等を含む様々な

広報手段を用いて、同世代からの働きかけや、献血についての広告に国が作成し

た献血推進キャラクターを活用する等、効果的な取組が必要である。特に 10代

層への啓発には、採血基準の改正により、男性に限り4ooミ リリットル全血採

血が 17歳 から可能となること等について情報を伝え、献血者の協力を得る。さ

らに、子が幼少期にある親子に対し、血液の大切さや助け合いの心について、親

子向けの雑誌等の広報手段や血液センター等を活用して啓発を行 うとともに、親

から子へ献血や血液製剤の意義を伝えることが重要であることから、地域の特性

に応じて採血所に託児体制を確保する等、親子が献血に触れ合う機会を設ける。
・ 国 は、高校生を対象とした献血や血液製剤について解説した教材や中学生を対

象とした真液全の理解を促すポスターを作成し、都道府県、市町村及び採血事業

者と協力して、これらの教材等を活用しながら、献血や血液製剤に関する理解を



深めるための普及啓発を行う。
・ 都道府県及び市町村は、地域の実情に応じて、若年層の献血への関心を高める
ため、学校等にゃいて、ボランティア活動推進の観点を踏まえつつ献血や血液製
斉1についての情報提供を行うとともに、献血推進活動を行うボランティア組織と
の有機的な連携を確保する。

・ 採血事業者は、その人材や施設を活用 し、若年層へ献血の意義や血液製剤につ

いて分かりゃすく説明する「献血セミナー」ゃ血液センター等での体験学習を積
極的に行い、正しい知識の普及啓発と協力の確保を図る。その推進に当たっては、
国と連携するとともに、都道府県、市町村及び献血推進活動を行うボランティア
組織等の協力を得る。 、

・ 採血事業者ぃ、甲及び都道府県の協力を得て、学生献血ボランティアとの更なる
連携を図り、大学等における献血の推進を促すとともに、将来、医療従事者になろ
うとする者に対して、多くめ国民の献血によって医療が支えられている事実や血液
製剤の適正使用の重要性↑の理解を深めてもらうための取組を行う。

<5o～ 60歳 代を対象とした対策>
。 国

み
び採血事率者は、都道府県及び市町村の協力を得て、年齢別人口に占める献

血者の率が低い傾向にある56～ 60歳 代の層に対し、血液製剤の利用実態や献血
可能年齢等について正確な情報を伝え、相互扶助の観点からの啓発を行い、献血者
の増加を図る。また、血小標成分採血について、採血基準の改正にょり、男性に限
り69歳 まで (05歳 から69歳 までの者については、60歳 から64歳 までの間
に献血の経験がある者に限る。)可 能となることについて情報を伝え、献血者の確
保を図る。

<企 業等における献血の推進対策>
。 国及び採血事業者は、都道府県及び市町村の協力を得て、献血に協賛する企業

ゃ団体を募り、その社会買献活動の‐うとして、企業等における献血の推進を提
す。また、血液センター

等における献血推進活動の展開に際し、地域あ実情|こ即
した方法で企業等との連携強化を図り、企業等における献血の推進を図るための
呼びかけを行う。

く複数回献血者対策>
・ 国及び採血事業煮は、都道府県及び市町村の協力を得て、複数回献血者の協力が
十分に得られるようt干 素から血液センターに登録された献血者に対し、機動的か
つ効率的に呼びかけを行う体制を構築する。また、献血に継続的に協力が得られて
いる複幣回献血者の組織化及びサービスの向上を図り、その増加に取り組むととも
に、献血の普及啓発活動に協力が得られるよう取り組む。

<献 血推進キャンペーン等の実施>
。 国 は、献血量を確保しやすくするとともに、感染症等のリズクを低減させる等
の利|が ある400ミ リィットノィ全血採血並びに成分採血の準進及び普及のため、

都道府県及び堺血事業者 とともに、
・
7月 に 「愛の血液助け合い運動」を、 1月 及

び 2月 に 「はたちの献血Jギ ャンペーンを実施するほか、血液の供給状況に応 じ

て献血推進キャンパーン活動を緊魯的に実施する。また、様々な広報手段を用い
て献血や血液製剤に関する響解と献血への協力を呼びかけるとともに、献血場所
を確保するため、関係者に必要な協力を求める。

・ 都 道府県、市町村及び採血事業者においても、これらの献血推進活動を実施する
ことが重要である。また、市町村においては、地域における催物の機会等を活用す
る等、積極的に取り組むことが望ましい。    ヽ

② 献 血運動推進全国大会の開催等
。 国は、都道府県及び採血事業者とともに、献血により得られた血液を原料とし
た血液製剤の国内自給を推進し、広く国民に献血や血液製■llに関する理解と献血
への協力を求めるため、7月に献血運動推進全国大会を開催するとともに、その

広報に努める。また、国及び都道府県は、献血運動の推進に関し積極的に協力し、

模範となる実績を示した団体又は個人に対し表彰を行う。

③ 献 血推進運動中央連絡協議会の開催
。
 国 は、都道府県、市町村、採血事業者、献血推進活動を行うボランテイア組織、

■者団体等の代表者の参加を得て、効果的な献血推進のための方策や献血を推進
する上での課題等にういて協議を行うため、献血推進運動中央連絡協議会を開催
―する。                _

④ 献 血推進協議会の活用
・ 都 道府県は、献血や血液製剤に関する住民の理解と献血への協力を求めt血液
事業め適正な運営を確保するため、採血事業者、医療関係者、商工会議所、教育
機関、報道機関等から幅広く参加者を募つて、献血推進協議会を設置し、定期的
に開催することが求められる。市町村においても、同様の協議会を設置すること
が望ましレ)。

・ 都道府県及び市町村は、献血推進協議会を活用し、採血事業者及び血液事業'こ
関わる民間組織等と連携して、都道府県献血推進計画の策定のほか、献血や血液
製剤に関する教育及び啓発を検討するとともに、民間の献血推進組織の育成等を

行うことが望ましい。

⑤ そ の他関係者による取組
・ 官 公庁、企業、医療関係団体等は、その構成員に対し、ボランティア活動であ

ぅ献血に対し積極的に協力を呼びかけるとともに、献血のための休暇取得を容易
にするよう配慮する等、進んで献血しやすい環境作りを推進することが望ましい。



2 献 血者が安心して献血できる環境の整備
。 採血事業者は、献血の受入れに当たつては献血者に不快の念を与えないよう、iT寧

な処遇をすることに特に留意し、献血者の要望を把握するとともに、採血後の休憩ス
ペースを十分に確保する等、献血受入体制の改善に努める。また、献血者の個人情報
を保護するとともに、国の適切な関与の下で献血による健康被害に対する補償のため
の措置を実施する等、献血者が安心して献血できる環境整備を行う。

・
播血事業者は、特に初回献血者が抱いている不安等を払拭するため、採血の手順や

採血後の過ごし方等について、映像やリーフレット等を活用した事前説明を十分に行
い、献血者の安全確保を図る。

・ 採血事業者は、堺血所における地域の特性に合わせたイメージ作りや移動採血車の

外観の見直し等、なお一層のイ/― ジアジプを図り、献血者の増加を図る。
。 国及び都道府県は、採血事業者によるこれらの取組を支援することが重要である。

第3節  そ の伸献血の推進に関する革要事項

1 献 血の推進に際し、考慮すべき事項

① 血 液検査による健康管理サービスの充実
・ 採 血事業者は、献血制度の健全な発展を図るため、採血に際して献血者の健康

管理に資する検査を行い、献血者の希望を確認してその結果を通知する。また、
低色素により献血ができなかった献血申漆者に対して、栄養士による健康相談を

実施し、献血者の増加を図る。
。 国は、採血事業者によるこれらの取組を支援する。また、献血者の健康管理に

資する検査の充実は献血の推進に有効であることから、本人の同意の上、検査結
果を健康診査、人間 ドック、職域検査等で活用するとともにt地 域における保健

指導にも用いることができるよう、周知又は必要な指導を行う。
・ 都道府県及び市町村は、これらの取組に協力する。

② 献 血者の利便性の向上
・

堺血事業者は、安全性に配慮しつつ、効率的に採血を行うため、率通条件等を考
慮した採血所の設置、地域の実情に応じた移動採血車による計画的採血等、献血者
の利便性及び安全で安心な献血に配慮した献血受入体制の整備及び充実を

1図
る。

・ 都道府県及び市町村は、採血事業者と十分協議して移動採血車による採血等の日
程を設定し、そのための公共施設の提供等、採血事業者の献血の受入れに協力する
ことが重要である。

③ 血 液製剤の安全性を向上するための対策の推進
: 国は、「輸血医療の安全性確保のための総合対策」に基づきt採血事業者と連携
し、献血者に対する健康管理サービスの充実等による健康な献血者の確保、献血者
の本人確謁の徹底等の検査目的の献血の防止のための措置を講ずる等、善意の献血

者の協力を得て、血液製剤の安全性を向上するための対策を推進する。

④ 採 血基準の在り方の検討
。 国 は、献血者の健康保護を第一に考慮しつつ、献血の推進及び血液の有効利用の

観|か ら、採血基準の具直しの検討を行う。

③ ま れな血液型の血液の確保
。 採 血事業者は、まれな血液型を持つ患者に対する血液製剤の供給を確保するた

め、まれな血液型を持つ者に対し、その意向を踏まえ、登録を依頼する。
・

国は、まれな血液型の血液の供給状況について調査する。

⑥ 209ミ リリットル全血採血の在り方の検討
。 国は、200ミ リリットル全血採血の在り方にらぃて、医療機関における使用実

態等を踏まえ、検討を行う。

血液製剤の在庫水準の常時把握と不足時の的確な対応        、
。 国 、都道府県及び採血事業者は、赤血球製剤等の在庫水準を常時IE握し、在庫が不

足する場合スは不足が予測される場合には、その供給に支障を及ぼす危険性を勘案して
国及び採血事業者が策定 した対応マニュアルに基づき、早急に所要の対策を講ずるこ

とが重要である。

3 災 害時等における献血の確保等     ′
。 国 、都道府県及び市町村は、災害時等において献血が確保されるよう、採血事業

者と連携して必要とされる献血量を把握した上で、様々な広報手段を用いて、需要

に見合った広域的な献血の確保を行うとともにt製造販売業者等の関係者と連携し、

献血により得られた血液が円滑に現場に供給されるよう措置を講ずることが必要で

ある。また、採血事業者は、災害時における献血受入体制を構築し、広域的な需給

調整等の手llkを定め、国、都道府県及び市町村と連携して対応できるよう備えるこ

とにより、災害時における献血の受入れに協力する:

4 献 血推進施策め進捗状脱等に関する確認と評価
。 国 、都道府県及び市町村は、献血推進のための施策の短期的又は長期的な効果及び
進捗状凛並びに採血事業者による献血の受入れの実績を確認し、その評価を次年度の
献血推進計画等の作成に当たり参考とする。また、必要にはじ、献血推進のための施
策を見直すことが必要である。

・
甲は、献血推準運動中央連絡協議会等の機会を活用し、献血の推進及び受入れに関

し関係者の協力を求める必要性にらぃて献血推進活動を行 うボランティア組織 と認

識を共有し、必要な措置を講ずる。             ・
・ 採血事業者は、献血の受入れに関する実績、体制等の評価を行い、献血の推進に活

用する。
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韓国における献血の現状について

1学 校における単位と献血の現状

(1)高等学校

日本と同じように、献血の実施前に必要に応して保護者の同意を得て献血を実施している。保護者は副作用を気にしているためである。また、祖父

母も孫の献血に否定的な方が多く、韓国赤十字社はシニア向けに献血の安全性等の情報提供を積極的に実施している。

単位との関係については、2010年に文科省が大学入試時の評価になるボランティア活動に献血ポランティアを加えることを公式発表した。これは、一

回の献真で4時間分のポランティアとするもの。

この制度により高校生は大学入試のために献血をする。

(2)大学・短大

多くの大学、短大において献血ボランシ アを単位として認めている。しかしながら、法的には認められておらず、あくまでも学校側の裁量により決め

ている。

韓国赤十字社:=、この制度について未導入の学校に積極的に導入を働きかけており、地域によっては、行政もインセンティブとして導入してもらえる

よう働きかけている。

2.学校における単位と献血の現状の問題点

インセォ ィプがぁるために、間診に正しく答えない学生がいるという問題が起こつている。安全な血液製剤の確保のために献血はあくまでも善意のも

のということを訴えている。

3.若 年層に対するインセンティブ

献血に対するインセンシ ブとして映画やミュージカルヘの招待をしている。



若年層献血者(10代 )の献血継続状況分析について
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日

1 . ヽ 旅

。   (1)対 象献血者およびデータ件数

初回転血年齢 1 6歳 1 7歳 1 8歳 1 9歳 2 0晟 2 1 歳 2 2歳 計

男性 32,512 28,192 40,654 26,855 181564 14,103 13.319 174,199

女性 39,581 31,080 33,909 24,305 16,080 11,715 9,421. 166,091

平 成 12年 度に初回献血を経験している献血者群

(2)フォローアップ期間

110年 (各年ごとに献血経験のない群を差し引く)               、

結果

(1)初回献血の年齢・性別で見ると、18歳男性が最も多く、16歳女性、18歳女性と続く。

その後の 10年間では16歳で始めて献血した女性の群が毎年度最も多い。(参考 1および2)

(2)10代で献血経験のある群について、2年 目の献血再来率は男性33.3%、女性39.5%。
こ方、20代 にわ てから初めて献血を経験した群では、男性23.9%、女性26.6%となつている。

各年齢の3年 日以降については、その格差が経年的に見られなくなつてきている。(参考3および4)

(3)10代の中でも、特に16歳の献血者群における2年 目の再来率をみると、男性436%、 女性49.6%、17歳の同じ群については男性33.2%、女性

38.4%となつており、他の年齢に比較して優位に献血への意識が高い結果となつた。(参考3および4)



20ff0916

日本赤ナ 劫 磁 膝義 鰤 市

(2)外部要因

口 学校側(養護教員等)の理解

・学校方針の変更(人事異動・高校の統廃合等)により献血の受入れを拒否される場合がある。中でも養護教員の献血への理解が得られない場

合が多い。
・献血未実施校から献血実施校に異動した場合、献血の受入れに理解をいただけない場合が少なくない。
会近年、ライオンズクラプの方 か々らも高校献血の推進に協力いただいているが、献血の安全性、特に400mL献血についての理解が得られにくいことから、献血の実

施に至るケースは少ない。一方で、養護教員からの紹介により、これまで献血を実施していなかった高校(文化祭)での実施が可能となったケ=スもある。

暉 授業のカリキュラム上等の問題

・授業のカリキュラムが過密のために授業時間中の献血実施が困難である。また、献血9実 施日や時間の制約があることから、学校との調整が

難しくなつている(平日の限られた時間帯,土日・祝日.季節等 )々。
・週休2日制のため土曜日の授業が平日に移行しており、放課後の献血ができなくなつた(以前は多数の高校で実施)。

■採血副作用発生による安全性確保への懸念
・WR発 生時の安全性の確保や責任問題(保護者の同意)等により、献血協力に積極的にならなくなつてきた。
・養護教員や学校保護者会等から、成長期にある生徒からの採血は望ましくないとの意見があり、なかなか理解が得られない。
■行政の考え方
・行政側が高校生の献血に対して積極的ではなく、結果的に高校献血が減少してきている。

■その他
・事前に献血希望者を募つてしヽるがt最近は生徒自身の献血への関心の薄れから、献血協力者の減少が日立つ。また、放課後に実施
している学校においても、同様の傾向が見られる。

20ff09f6
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2. 高 校での集団献血を推進することにょり予想される課題(解決するための方策等)

(1)内 部的課題

口 献血量確保上の問題

・医療機関からの 400mL献 血申本製剤の必要量への対応(200mL献 血由来製剤の需要と供給の′`ランス)。
・
献血バスー稼勁当りの献血量の減少。

200mL献 血由来製剤の在庫量が医療機関からの需要量を超えた場合の期限切れ減損の懸念。
・本年4月より17歳男性の400mL献 血が可能となったことも踏まえ、献血者の安全性と安全な輸血用血液の安定的な確保の必要性をT寧 に説
明し、十分な理解を得るために、学校側との円滑な情報交換を行うことが重要である。
・集団献血実"だ けの推進でなく、献血も含めた血液事業全体の情報を伝えていく事業を積極的に展開する必要がある(生徒だけでメ 、特に若
い教員へも理解を求める)。

日献血を実施するうえでの問題
・学校側の要望(献血実施の時期や時間等)に対する血液センター側の実施体制。

(2)外部的課題

日学校側(養護教員等)の理解
。国公立を含めた校長会や養護教員等の集う場所などで、献血の重要性を取り上げてもらう体制の構築。
・献血をはじめとしたポランティア教育の授業への導入等、生徒への献血の重要性を知る機会を設けるなどの教育方針が重要である。
・安心や安全を含めて、養護教員や保護者等の献血への理解が得られる環境作りが必要である(重篤なWR発 生時の責任の所在等)。

・保護者の同意書がなければ献血へ参加できない高校が多い。
・
高校献血の実施が強制化という意識(献血は自由意志)。

■行政の理解
・献血を実施していない学校関係者の理解を得るためには、献血推進を担う行政との円滑な連携を図りつつ、高校献血に積極的に関わつてもらえ

る体制を構築する必要がある。
・厚生労働省から文部科学省への働きかけ、また文部科学省から各都道府県教育委員会への働きかけが必要である。



(参考 1)

(参考 2)
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高校献血実施への主な取組み

S62 63  H1  2   3   5   6   7   8   9  10  12  15  16  17  18  19  20  21  22

(平成22年度)

No. 血液センター名 取組みの概要

1 茨城

・JRC(青少年赤十字)加盟絞での事前広報を行つた(1校 44名増加).
・献血セミナ■実施後、献血の実施(1校 23名増加):
・渉外職員による学校介の働きかけによる献血受付時間の見直し(半日から終日実施へ)を行つたく1校 56名増加)。

2 山 梨 。これまで3年生を対象として実施してきた学校が、22年度より新たに2年生も対象としていただいた(4校250名 増加)。

3 静岡

・21年度には400mL献血を推進したが、承諾いただけず14校の減。22年度に再度、学校担当者へ申し入れ、献血協

力の理解が得られた。また、献血体止中の学校も再開し、合わせて前年度より12校増加の90校から協力を得る。

和歌山
・県の献血推進担当者やライオンズクラブからの働きかけにより、22年度にはこれまでの年ran 2回の献血実施校 1校に

加え、新規の献血実施校が2校 、

愛媛

。若年層献血を推進するにあたり、渉外職員が各高校の校長先生や教職員(献血担当者)を訪F.5し、献血へのご理解とご

協力を得ることができた(対前年度より14校増カロ)。

宮崎

。若年層献血推進も含めた広報活動の強化を行つている(CMや お天気予報フイラー)。

・渉外職員が県内各地の高校〈献血担当者)を訪間し、若年層の献血推進に対する理解と協力を求めた。
・献血実施時には、学校側(クラス担任)より積極的な呼びかけを行つていただいた。
・口蹄疫の発生により、献血への関心が高まり、各学校から献血に協力したい旨の依頼があり、実施した(3校増加)。
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(参考4)

年代別・性別 (%)

“
¨
ｍ
珈
呻
¨
勲
ｍ
ｍ
“
¨

-16男 性

-1,男 性

-13男 性

一-19男 性

‐― ,0男性

-21男 性

―― "男 性

一
ご

一
ご

一
ぶ ざ ぶ

一
ご ゞ ご

珈
切
４。。
卸
獅
知
２。。
ｍ
ｍ
５。
¨

-10代 男性

-10代 女性

-20代 男性

→‐20代女性

2年 目 3年 目 4年 目 5年 目 64F目 7年 目 8年 目 9年 目 10年 目

― ■6女 性

― ■,女 性

‐「 ■0女 性

一 -19女 性

― 嶽 性

-21女 性

一 漱 性

115.0 |

ro.o +

♂♂ ござ ∫♂ ♂♂ご



資料6
20ff0916

日本赤チ姜μ″膝事業本部

高校献血減少の要因分析

20ff0916
磁 オ

1.高 校での集団献血実施状況の変化(参考 1)

(1)内部要因

■400mL献 血自来製剤の需要増加に伴う高校献血の抑制
。医療機関からの400mL献 血由来製剤の需要増加に伴い、また血液在庫の有効期間を考慮した200mL献 血の抑制。
・200mL献 血の抑制が学校側に伝わり、以前に比べると担当教論との連携が薄れてきている(情報の伝達不足)。
・大学の方が400mL献 血の協力が得られ、また献血バス1稼働当りの献血量が多いことから、高校献血を抑制している。   .

日高校行事く文化祭等)における献血の実施体制
。4∞mL献 血可能者を対象に実施しているため、一部の生掟しか対象にならず全構的な取り組みが行えないことから実施に至らない。
・学校側や実行委員会等からの要望はあるものの、実際には生徒の献血協力時間が取れず、来場者(保護者等)主体の献血となり、協力者も十

分に確保できないことから実施に至らない。
・開催時期が複数校で同一日の場合(秋季,土。日曜日等)が少なくなく、献血を実施するうえで、=律 の対応が困難な場合がある。

■採血副作用発生による安全性確保への懸念
・採血剛作用が発生してから、献血を実施しなくなつた高校もある。

(能動的な取組み)

・学校へ出向いての献血セミナーの展開 。当散セミナー実施後、集団献血の実施に結び付けていきたい。

・授業のカリキュラム(奉仕,総合的な学習)の導入をきっかけにポラオ ィア活動への積極的参加を促す。
・400mL献 血への理解 ・学校側からの要請に基づき調整を行つているが、献血の実施については原則400mL献 血への理解を頂いている。

・400mL献 血の推進もあり、3年生を対象に事業献血を実施している。

・本年4月の採血基準の一部改正(17歳男性の400mL献 血)を踏まえて、各高校ヘアプローチしている。

・安全性確保への配慮 ・10名時 間の献血申込受付という条件について、事前に経緯等を説明し、理解していただくよう推進した。下校時間の遅

れや副作用等への対応を考慮していることから、学校側からは高評である(行政からの推進も要因)。

:行政との連携 ・県の献血推進計画で
“
将来に向けた普及・啓蒙促進

"の
ために高校献血雄 く推奨しており、県・市町村・血液センタ=の

3者で定期的に学校訪問している。

1
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(4)男女別の状況をみると、各年齢において女性の再来率が高くなっており、特に上記(3)で述べたように、16歳 女性の献血者群では 2年 目の再来率が

49.6%、17歳の同じ群では38.4%となつており、継続的な献血協力に繋がつている結果となつた。(参考3および4)

3.結 論

(1)上記2.より、10代で初回献血経験のある群の2年 日以降の再来率が優位に高いことから、高校生の時(学校献血含む)に献血経験することが、その後
の継続的な献血に繋がっているもあと考えられる。

(2)また、10代の男女別では、明ら力ヽこ女性の2年 日以降の再来率が高しヽこもかかわらず、10年間の長期的傾向を見ると、優位な格差力ぐ見られなくなって
くる●とから、2∞mL献 血しかできない女性群が4∞mL献 血推進の中で、献血抑制されてきた可能性も否定できないものと思われる。

(3)上記より、10代 (高校生)での献血に触れる機会(献血を含む)やきかっけを与えることが、その後の献血行動に有効に繋がるものと考える。

"ff"16
Ξ

(参考 1)

oEF成 12年度に初めて献血協力をした群のその後 10年間の献血協力状況(実献血者数)

(人)

初回献血

年齢
剛 1年目 2年 目 3年 目 4年 目 5年 目 6年 目 7年目 8年 目 9年 目 1 0年目

: 6歳
男性 32.512 14:189 10.432 7,637 6.449 5,618 4,962 4,781 4,658 4,420

女性 39,581 19,637 15.573 12,449 19,808 9,189 7,905 6,940 6,406 5,341

1 7 歳
男性 2 8 , 1 9 2 9,354 6,301 5,134 4,358 3.982 3,711 3,521 3,340

女性 31,000 11,935 9,028 7,584 6,256 5,551 4,658 4,251 3,976 3,574

1 8 歳
男性 40,654 111472 8,316 6,718 5,728 5.384 5`166 4,927 5,059 4,893

女性 33,900 11,495 8β53 7,105 5,789 5,275 4,644 4,155 3β44 3,439

1 9 歳
男性 26,855 7,687 5,343 3,393 3,647 3,457 3,306 3.376 3,316

女性 24,305 7,398 5,686 4,518 3,747 3,472 2,992 2,698 2,476 2,213

20歳
男性 18.564 3,505 3.001 2.653 2.516 2,433 2,343 2.306 2.298

女性 16.080 4,413 3.432 2,875 2.516 2:281 1,969 1,592 1.434

2 1 歳
男性 14.103 3,233 2,609 2,260 2,027 2,026 1,785 1,796 1,720

女性 11,715 3,052 2,396 2,038 1,808 1,606 1.322 1.203 1,123 1.022

2 2 歳
男性 3,260 2,566 2.242 2,034 1,869 :,763 1,707 1,643 1,694

女性 9,421 2,439 1.894 1.574 1,329 1,261 1,004 886 776

l‐         3



(参考2)

10代 (16～19歳 ) (人 )

20710916

″紡 ―

201109′0

日

(参考3)

0平 成 12年度に初めて献血協力をした群のその後10年間の献血協力状況(案献血者数に対する再来率)

50000
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30.000

20,000

10.000

0

●16男性

●16女性

■17男性

■17女性

日18男性

口18女性

露19男性

口19女性二年目2年目 3年 目 4年 目 5年 目 6年 目 1年 目 8年 目 9年 目10年目

20代  (20-22歳 )  (人 )

50.000

40.000

30.000

20,000

■0,000

0

●20男性

■203で,生

●21男性

■21女性

■22男1生

■22女性

1年 目 2年 目 3年 目 4年 目 5年 目 6年 目 7年 目 8年 目 9年 目 10年 目

初回献血

生 船

性別 1年 目 2年 目 3年 目 4年 目 5年 目 6年 目 フ年 目 8年 目 9年 目 1 0 年目

1 6 歳
男性 4000 43.6 3 2 . 1 23.5 19.8 15.3 14.7 14.3 1■6

女性 100.0 49.6 31.5 23 237 20.0 16.2 148

1 7 晟
男性 100.0 332 22:4 18.2 13_2 12.3 11.8

女性 100.0 3a4 29.0 24.4 20.1 137

1 3 歳
男性 100.0 282 20.5 13.2 12.4 セ.0

女性 100.0 261 16.6 123 10.1

1 9 歳
男性 1000 286 14.5 136 12.3 126 12.3

女性 100.0 32.5 23.4 154

2 0 歳
男性 100.0 2 4 . 1 16.2 136 12.6 12.4

女性 100.0 274 122 ■9

2 1 歳
男性 1000 229 16.0 :2.7 12.2

女性 10Q0 2 6 . 1 174

2 2 歳
男性 245 153 140 12.8 12.7

女性 259 8.2

初回転血年代 性別 :年 目 2 年 目 3年 目 4年 目 5年 目 6 年 目 7年 目 8年 目 9年 目 :0年目

10代 ( 1 6～1 0歳)
男性 100.0 237 159

女性 1000 395 24.6 206 15,7

20代(20～22歳)
男性 1000 239 18.9 132 125

女性 1000 266



2010年 輸血業務・輸血製剤年間使用量に関する総合的調査報告書(抜粋)
【2010年輸血業務・血液製剤年間使用量に関する総合的調査】

1・78.過 去1年間(2010年 1月～2010年 12月)に200ml(1単 位)の赤血球製剤を使用しましたか

1・79.過 去 1年間(2010年 1月 ～2010年 12月 )200ml(1単 位)の赤血球製剤の使用実績

1‐80.過 去 1年間(2010年 1月～2010年 12月 )で200ml(1単 位)の赤血球製剤を使用した目的は 複数回答

「その他J場合、その理由を50文 字以内で記入して下さい 別紙 設問 1-80詳 細.劇sを参照

【2010年輸血業務・血液製剤年間使用量に関する総合的調査】
1‐81.過去1年間(2010年1月～2010年12月)で200ml(1単位)の赤血球製剤を発注したにも力勁わらず400ml(2単位)の赤血球製剤が納品されたことがありますか

過去 1年間(2010年 1月～2010年 12月 )で400ml(2単 位)の赤血球製剤を発注しにも力功わヽらず 200ml(1単 位)の赤血球製剤が納品されたことがありますか
繰“t

1・83 200ml(1単 位)の赤血球製剤の必要性や利便性についてご意見がございましたら、以下に記入してください。

別紙 設問 1-8o詳細.xにを参照

1 7.80 913

1770 l 1933 53.33 116.40

2354 118.31 40343 212_62

1 2882 276.61 63898 426.70

2459 1 2882 81.15 199545 194.01

1 rJ現 0.00% 1.74% 19.95% 65.35% 10.50%
己 0.00% 1.19% 14.48% 59.06% 225 8.71%

i齢・低体重者 20.17% 46.01% 38.52% 47.24% 1133 43.88%
成人の外科 1 0.84% 424 23.01% 23.50% 21.65% 21.92%

成人の血液内科 10.92% 179 9.71% 17.49% 27.95% 327 12.66%
その他の科の成人 54.62% 626 33.97% 38.25% 28.35% 903 34.97%

7 その他 23.53% 537 29.14% 37.16% 27`95% 29.90%



上段:発注、納品本数(実本数)
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都道府県別高校献血実施状況(昭和62年度～平成22年度)
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若年層献血意識調査結果の概要

I 調 査の概況

1 調 査の目的

と∬魃 濾 乱督謂刷響亀瞥r詈電攪亀1とな7‐
るこ

農il椰珊輛鮨蒻辮即寧
2 調 査の内容

(1)若 年層の献血への関心度や献血人のイメージを把握する。
(2)若 年層の献血に関する認知度を把握する。
(3)若 年層が献血を行った時期やきっかけを把握する。
(4)(1)～ (3)について平成17年度の調査結果との比較を行う。

3 調 査の概要

(1)調 査方法 : 委 託先調査会社が保有している―般消費者パネルに対して イヽンター

ネットを通じて質問(調査票)を送付し、回答を収集する。

(2)調 査対象 : 全 国の16～ 29歳の献血経験者及び献血未経験者
※献血経験者  : 過 去に1度でも献血の経験がある者
※献血未経験者 : 今 まで1度も献血の経験がない者(採血前の検査で基準を

満たさないため献血できなかった者を含む)

(3)対 象者数 : 回収数 0.000名

合  計 経験者 未経験者
合  計 10,000 5,ooo 5.000
北海道 420 210 210
コ巨ヨヒ 710 355 355

関東甲信越 3,650 1,825 1,825

東海北陸 1.560 780 780

近 畿 1,632 816 816
中国 。四国 862 431 431

九州。沖縄 1.166 583 583

Π 調 査結果の概要

1 献 血未経験者

■ 対象者特性 (回答者5,000人 )

① 【居住地】は、「関東甲信越Jが3615%を占めており、以下、「近畿」(163%)「東海北

駐鍵i瀞猛鑑埋臨鍵塁鍋堕聾「
均け」りヽ

②暮馴業穐:慰署、農1.橘 _:霞計ます々。17犠調創こ上ヒベて男性回

③ 【年崎】については.16～17歳(9.7%)、18～19歳(15.4%)、20～24歳(355

路11誰=戦■.t魂噌嚇       牢
④ 【職業】では、最も多かつためは「会社員J(309%)で 、以下、「大学生・専門学校生J

(29.7%)、「その他」(14.1%)、 「高校生」(12、5%)、「専業主婦」(8.5%'、「自営

鰹ii翼漉 髯赫ご鮮糧

?』罰馨麗蹴踏淵凛Fい
■ 献4に関する認知。関心度

Ql 献 血に関しての認知程度
。 「よく知っているJは12.6%。 「ある程度知っている」(80.3%)ま で含めると、認
知率は92.9%に のぼる。
高校生の認知率(計87.9%)が 他層に比べてやや低い。
性別・地域別による認知率の通いはそれほどみられない。

Q2 献 血の種類の認知 (新 規質問)
・ 献血には全血献血と成分献血といった種類があるキいうことを「知つている」人は
38.6%。 残り,6割 以上の人は未だ認知していない。

職業別では、公務員の認知率が半数を超えており他層に比べて高い
校生のフ割強がr知らないJとしており最も認知率が低い。
性別では、男性(34.3%)に比べて本性の認知率(43.0%)が 高い。
地域別では、東北の認知率(49.0%)が最も高い。

Q3 就血でき登場所の認知 (新規質問)
・ 献血できる場所の認知状況について、「よく知つている」は24.5%。「ある程度知
つているJ(63.2%)ま で含めると、認知率は8'.7%に のぼる。
職業別では、専業主婦の認知率(93.6%)が 最も高い。上方で、高校生(82.1

%)、自営業(31.3%)は 他層よりもやや低い。
性別では。女性の認知率(91.8%、 うち「よく知つているJ28.0%)が 男性(83.

8%、うちrょく知つている」21.1%)よ りも高い6
東ヨ|の「ぼ3人に1本(32.4")が「よく知っている」と回答し、他地域より高い。

(4)調 査期間 : 平 成2o年 9月 5日 (金)～9月7日 (日)



Q14 献 血ルームのイメージ                     ‐
・ 全 体の半数弱(47.4%)が 「ふつうJの印象を持ち、「暗い」イメージ(15.4%)が
「明るいJイメージ(12.7%)を 上回つている。一方で、ほぼ4人に1人(25.4%)が
「わからない」としている。
・ 性 別では、男性(9.1%)に 比べて女性(16.5%)の 方が「明るいJイメージを持
つ割合がやや高い。
・ 地 域別では、「明るい」イメージは北海道で最も高い(18.1%)
。 17年 度調査と比較すると、前回「わからない」の回答肢がないため、一概には比
較できないが、全体では「明るいJ「ふつう」「暗い」のいずれも減少し、特に「ら、つう」
の落ち込み(61.2%→ 47.4%)が 顕著。         ・

Q4 献 血への関心度
・

全体では、関心あり層の45.8%(う ち非常に関oが ある:5.2%)に 対して、固心
なし昼童154.2%(う ち全く関心がなレ■8:6%)と 、

“
無関心派

"が
やや上回る。

・ 職業別では、他層に比べて専業主婦で関心あり層の割合が高い(53.4%)。
・ 性 別では、男性よりも女性の関心度が高く、関心あり層の割合は女性54.6%、 男
1生37.5%。

・ 地 域Bllでは、九州。沖縄の関′い庫が他地域よりやや高い(関心あり層o3.5%、 う
ち非常に関心がある7.9%)。

・ 17年 度調査との比較てみると、全体で関心あり層が塁2=2%→45,896に低下。

05 献血が病気の治療に役立つていることの翌知 (新規質問)_
・ 献血がさまざまな病気の治療に役立っていることは、ほ1ま半数の48.0%が認麺
している。

・ 認知率は、職業別・性別・地域別のいずれでみても、各層でそれほど違いはみられ
ない。         、

06 若 年層の献血協力者の越少傾向認劉 (新規質問)
。
 近 年、献血に協力してくれる10代・20代の若年層が大幅に減少していることをШ
つている」という人は全体で37.3%。

・ 職 業男1にみると、公務員の認知率(52.9%)が 他層に比べて高い。なお、大学・専
P,学校生の認知率は40.2%、 高校生の認知率は3317%に とどまる。

・ 認知率は男女間で差はなく、地域別でも大きな違いはみられない。

日 献血の広報・キャンペーンヘの認知接触状況

Qフ 献 血に関する広報接触媒体
・ 接触したことのある広報媒体,最 も多いのはF街頭での呼びかけJ(6Q,6%):
以下、「テレビ」(50.4%)、 「献血バス」(49.8%)、 「献血ルニム前の看板・表示」
(48.5%)と 続き、ここまでが主要な媒体。

・ 職 業別にみると、「街頭での呼びかけ」は大学生・専門学校生と専業主婦でやや高
い。また、専業主婦は「献血バス」「献血ルーム前の看板・表示」も高く、現場での接
触が日立つ。一方、高校生1ま総じて接蝕率が低い(「街頭での呼びかけ」42.096、

・ 地域別では、「テレビ」は東北で高く、関東申信越で低い。また、「街頭での呼びか
け」「献Ⅲルーム前の看板・表示」は、献血ルームが多い関東甲信越、近畿で高い。

・ 17年 度調査と比較すると、総じて広報媒体への接触率が低下している(主要な媒
体で10ポイント程度減少).             :

●

IQ8 献 血キャンペーンに効果的だと思う副
。 「テレビ」が圧倒的に高い(84.7%).次 いで「インターネット」(46.8%)が 続き、

以下、「新聞J(23.7%)、 「ポスター」(22.フ %)、 「雑誌」(22.7%)、 「携帯電話」
(22.2%)b        .

職業別にみると、高校生では他層より「インターネット」(40.9%)が やや低く、「携

帯電話J(28.0%)が やや高い。専業主婦・公務員で、「自治体の広報誌」を挙げる

割合が他層よりも8～10ポイント高い。事業主婦は「新聞」(30.0%)「雑誌」(29.
8%)も他層よりやや高い。 |

性別では「雑誌Jを挙げる人が男性(17.6%)よ りも女性(2フ.9%)に 多い。
17年度調査と比較すると、「インターネットJ「携帯電話」を効果的とする割合が高く

なってもヽる(インタニネット41.9%→46.8%、携帯電話13.4%→ 222%)。

Q9 献 血キヤラクタ=「けんけつちゃんJ認知
・ 未経験者全体での認知率は'.2%。

属性別てみると、高校生、大学生。専門学校生の認知率が1割強と他層よりもやや
高い。また男性(4.8%)よ りも女性(9.7%)の 認知率が上回つている。地域別で
は東北で他地域に比べやや高い(12.7%)。    、 _、
17年度調査と比較すると、認知率は3.0%→ 7.2%へ ど4ポイントアップした。
属性別では、今回比較的認知率が高かつた高校生、大学生・専門学校生、専業主

婦において6～7ポイントの認知率アップがみられた。

Q10 献 血キャンペマン認知
・ 献 血キャンペーンを「知つている」と回答した人は14.フ%。

職業別では他層に比べて公務員の認知率(20.0%)が やや高い。性別では男性

(11.6%)よ り女性(17.8%)が 高く、地域別では東北(20.3%)が やや高い。
17年度調査と比較すると、認知率は25.90/6三14.フ%へ と担当低下してL望五

属性別にみても、各層ともおしなべて認知率が相当低下している。

I Qll「 HOP STEP JUMPJを配布された記憶 ]
・ 高 校3年生を対象に、「HOP s‐ P JuMP」という普及啓発資材が配布されている

ことを認知している人は9.6%。 授業で使用した記憶がある人は2.2%に とどまつ

ている。

職業別にみると、高校生(15.0%)や大学生・専門学校生(1030%)と いつた、

より若い世代の認知率がやや高い。それでも認知率は10%台 にとどまる。
17年度調査と比較すると、認知率は7.1%→ 9.6%へ と若干上昇している。

■ 感染症・血液製剤について

012 厭 血では感染症に感染しないことの認知
・ 献 血でエイズ、肝炎といった感染症に感染しないことを認知している人は59.1%

属性別による違いはさほどみられない。
17年度調査と比較すると、認知率はほぼ横ばい(60.9%→ 59.1%)。

職業別では、公務員の認知率が日立って低下している。

Q13 血 液製剤の海外血液依存の認知
・ 血 液製剤は未だ海外の血液に依存しているということを認知している人は14.5%
・ 職 業別にみると、公務員の認知率がlL層に比べてやゃ高い(21.2%)。 性別・地

域別による差はあまりみられない。
。 17年 度調査と比較すると、認知率は22.6%→ 14.5%へ 、8ポイント低下。

ν



■_献血をしたことがない理由

Q15 献 血したことがない理由(大きい順に3つ選択)
01位 に挙がつた理由・最も多かったのは「針を刺すのが痛くて嫌だか詢"|.3つ。

犠遣駄電寺増遭
所や機会がなからたから」(フ.8%)、r献血を申し込んだが、基準に適合せずに断ら
れた」(フ.7%)が 上位5。

・ 職業別にみると、専業主婦そ「献血を申し込んだが、基準に適合せず断られた」が
他層よりもやや高い(全体77%、 専業主婦15.4%)。一方、高校生は「健康上出
来ないと思つたから」がやや低い(全体8.5%、高校生2.4%)。

・ 17年 度調査と比較すると、全体では「献血を申し込んだが、基準に適合せず断ら
れた」(1116%→ 7.7%)と 「健康上出来ないと思つたから」(11.9%→ 8.5%)が
やや減少している。:♂
賓禦兼よξ澪:規聟71ダ驚紺I;騒猛:ξTl16の|リ

01位 ～3位 累計・
ぷ拙 TlttL鼈  [議」¥i(管i号雫il鴛鵬
そうだから」(216%)、 「恐怖心」(21.1%)、 「近くに献血する場所や機会がなか
つたから」(199%)と 続く。°
し駐重深撃鉄鷲笠:鼈驚り[lζ判麟訳素蕎象譜霧尾
からJ(全体21.6%、 公務員27.1%)と 「忙しくて献血する時間がなかった」(全体
147%、 公務員21.2%)が やや高い。また、専業主婦では、1位の理由と同様に
「献血を申し込んだが基準に適合せず断られた」(全体9.7%、 専業主婦16.8%)
が他層よりやや高い。

・ 17年 度調査と比較すると、全体では大きな変化はみられない。その中で「健康上
出来ないと思つたから」が5ポイント低下した(22.8%→17.7%)。

・ 職業別では、公務員で「時間がかかりそうだから」(13.5%→ 27.1%'「 忙しくて

■血する時間がなかった」(14:4%→21.2%)が上昇している。
・ 高校生では、「どこで献血ができる方ヽわからなぃ」(15.1%→ 0.7%)は 前回高か
つたが今回は他層並に低下し、「献血を申し込んだが、基準に適合せず断られた」
(10.1%→ 4.8%)は 前回他層並だったが、今回半減した。

日 献血するきっかけとなり得る要因

亀1色絲斃場療 是顆 守瀧1現3カ稲蔦オ
」崚Qlり`

17年度調査と比較すると、「献血しているところが入りやすい雰囲気になった」「献
血が自分の健康管理に役に立つようになぢた」が6ポイント減少しているが、それ以
外はそれほど違いはみられない。

■ 家族・友人の献血状況

・

l i ] : i l i i : i : : : : l i l i ] ! l i : : i ] [ i l i ] : i l i : ! i ] i l i ] ] l i l l i l ! : : l i : i i°
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。 17年 度調査と比較すると、全体では「献血しているところが入りやすい雰囲気にな

。Li:

・ 家 族が献血している姿を見たことが「ある」という人は10.o%。
・ 職 業別では、「あるJの割合は高校生(15.5%)、専業主婦(15.40/0)でやや高
く.性別では男性(7.4%)よ りも女性(13.9%)の 方が高い。

・ 「友達に献血をしてぃる人はいますか」と質問したところ、「いる」は30.4%、 「いな
いJが34.1%、 「ゎからないJが32.5%と 大きく3分された。

。 「いるJの割合が高いのは公務員(48.2%)、 大学生・専門学校生(40.3%)。 1
・ 高 校生のほぼ半数(48!4%)が 「いないJとしており、他層と比ベロ立って高い、
・ 性 別では、女性の「いる」(3817%)が 男性を10ポイント上回っている。
・ 地 域別では、北海道(41.4%)、 東北(39.7%)が 他地域よりもやや高い。

■ 献血に関する資料評価

(献血に関する資料の閲読後に、献血に関する意識の変化を質問。)

Q19-1 献 血の必要性への理解が良くなつたか
。 「はい」は34.0%で 、「どちらかというとはい」(57.8%)ま で含めると91.
のぼる。否定的な意見は8.3%に とどまった。

職業別では、肯定的な評価は特に専業主婦で高い(95.3%)。 「はい」(43.7%)
で他層との差が大きい。一方、自営業で好意的な評価はやや低い(86.6%)。
17年度調査と比較すると、全体では肯定的な意見が87.7%→ 91.7%へ と高く

なつている。

閲読後にr今は献血に協力する気持ち」が「ある」と回答した人は16.4%、「どちら
かというとあるJ(48.8%)まで含めると6512%。ほぼ3人に2人が協力の意向を
示している.

17年度調査と比較すると、全体のポジティブ評価に変化はみられない(65.0%→
65.2ツ6)。

『はい」は6:1%.rど ちらかというとはい」(41.3%)ま で含めた前向きな意向は

ほぼ半数の47.4%。

前向きな意向が最も高いのは高校生(52.2%、 うち「はい」:ま8.8%)。 自営業は
41.18%(うち「はい」は2.2%)と やや低い。
平成17年度調査との比較では、全体の前向きな意向は49.5%→ 47.4%。

(自営葉で13ポイントの低下)



2 献 血経験者

■ 対象者特性 (回答者5,000人 )

① 【居住地】は、「関東甲信越」が36.5%を 占めており、以下、「近畿」(16.3%)「東海北
陸」(15:6%)、 「九州。沖縄」(11.フ%)、「中国・四国J(8.6%)、「東北」(フ.1%)、
「北海道」(42%)の 順。全体構成は17年度調査と概ね変わらなぃ。

■肥羹緑僣発着キ慇:1現二讐壻蹴。々

③ 【年齢】は,16～17歳(2.50/6)、lo～19歳(8.7%)、20～24歳(48.7%)、25～

④ 【職業】では、最も多かったのは「会社員」(43.0%)で、以下、「大学生・専門学校生J(291%)、「その他」(9.1%)、「専業主婦」(9.0%)、「公務員」(4.1%)、「高校生」
縛:‰讐私鷹謄ξ糧ま螺諸蹴守需締減麗響

%闘邸飢現i麗躊繕乳
｀

日 献血に関する認知状況

献血がさまざまな病気の治療に役立っていることは、献血経験者のほぼ3人に2人
(65.9%)が 認知している。

・ 職業別にみると、公務員の認知率(75.8%)が 高く、専業主婦(58.7%)が やや
低い。また、男女間で認知率に差はみられない:

地域別では、「街頭での呼びかけJは北海道(56.2%)、中国。四国(50.6%)で
やや低い。一方、関東甲信越は他地域に比べて「テレビ」(46.6%)が やや低い。

し
ている。特に「ポスタTの 掲示」が20ポイシト近く下がつたのが目立つ。  ・

Q4 献 血キャンペ=ンに効果的だと思う媒体
・ 「テレビJが圧倒的に高い(83.6%)。次いで「インターネット」(48.3%)が 続き、
以下、「ポスターJ(26.7%)、「雑誌」(26.30/6)、「新聞」(25.8%)、「携帯電話」
(25.6%)、「自治体の広報誌」(13.40/●)、「FM放送」(11.9%)、「その他のラジ
オ放送」(7.6%)と続く。

・ 職 業別にみると、各層とも「テレビ」「インターネット」中心は変わらない。その中で高
校生では他層より「インターネット」(3フ.0%)がやや低い。また、「ポスター」は自営
業(3211%)と専業主婦(31.9%)でやや高く。他に、自営業で「FM放送」(17.9
%)ご車業主婦で「雑誌」(ol.5%)、公務員で「自治体の広報誌」がやや高い。
性別では、「雑誌」を挙げる人は男性(20.1%)よりも女性(32.8%)に多い。
地域別では、他地域に比べて東北で「自治体の広報誌J(20.6%)が やや高い。
17年度調査と比較すると、「テレビ」(△3.9%)「新聞」(△4.6%)が やや減少。

一方で「インターネットJと「携帯電話」を挙げる割合が高くなっている(インタニネット
43.9%→ 48.3%、 携帯電話14.9%→ 25.6%)。

r 経 験者全体での認知率は23.8%。 ほぼ4人に1人が認知。

職業男1でみると、高校生の認知率(34.8%)が 特L高 く、大学生。専門学校生(3
1.8%)(公 務員(29.5%)が これに続く。一方、専業主婦の認知率が1217%と

他層よりも低い:   l                        ・

性別では女性の認知率(28.8%)が 男性(18.9%)よ りも高く、地域別では東北

(31.0%)が 最も高い。

17年度調査と比較すると、認知率は7.0%→ 23.8%へ と大幅に上昇した。

属性別でみても、各層共通して認知率が上昇。特に大学生・専門学校生(01%
→31.8%)と 女性(7.2%→ 28.8%)で 上昇が顕著。

Q6 献 血キャンペニン認知
・ 献 血キャンペーンを「知っている」と回答した人は36.5%。

職業別では他層に比べて公務員の認知率(44.9%)が やや高い。性別では男性

.(30.9%)より女性(42.3%)が 高く、地域別では東北(43.7%)で やや高く、北

海道(27.1%)で 最も低い。
17年度調査と比較すると、認知率は46.40/6→36.5%へ と相当低下している。

属性別にみても、各層ともおしなヽて認知率が相当低下している。

~Q7 r tt6,sTEP JUMP」
を配布された記憶

・ 高 校3年生を対象に、「HOP sIEP JUMP」 という普及啓発資材が配布されている

つている.

職業別にみると、高校生の認知率は31.5%で 1大学生・専門学校生は20.9%

と、より若い世代の認知率が他層より高い。

している。

・
∬淵ξ笑程緊鰹電駐「

°代暗朝ダ杏帽こ減少|てしfこ1麹
・ 職業別にみると、公務員の認知率(60.4%)が 他層に比べてやゃ高い力ヽ他はあ
まり変わらない。            :

・ 認 知率は男女間で差はなく、地域別では、東北(62.8%)と中国・四国(61.5%)
の認知率がやや高い。

日 献血の広報。キャンペーン全の認知接触状況   、

Q3 献 血に関する広報接触媒体
●

・
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■ 感染症・血液製剤について

Q晏 献 虫では感染症に感染しなし1二との超坦_

蹴

越 AF・l鑢 染しれ ヽ

F出
よ 鰤 繊 者州 如 割

・
製ぶよ鉗Υ猛ポ結∫li魂を現諄λ′観L勇塀ン

・ 血 液製剤は未だ海外の血液に依存しているということを認知してぃる人1ま25,3%
と、献血経験者の4人に1人の割合。・
』磁兆 8量、講都鰐守型埜螂コ堕塑黎別地

・ 17年 度調査と比較すると、認知率は30.8%→ 25.3%へ 、約6ポイント低下。

■ 献血ルームのイメージ            .

(献血ルームに対するイメージについて、4つの項目で質問)       :

Q l 「1 ル ームの雰囲気について

Q10-3 職 員の対応だづ百

・

L i l l l i ζ t t i i l ぁ [ ぜ 岳 £ 士 言 i t 」 E : と 世 」 L i こ r 2 生

空 ジ

ヽ

童 ≦ 二 型 コ ニ 」 ⊆ 堕

平

塾 ご 生 盛 墨
| 二

重 墨 杢

・
 撃 業別でみると、「明るい」と評価するのは公務員(42.0%)で 最も高く、高校生(2
93%)は 他層よりも低い。

・ 性型では、「明るぃ」と評価する割合は男性(29.90/6)よりも女性(39.フス)が嵩
い 。・
li  翻 頴界i  糞 滞;
→29 3,6)。

Q10-2 ル ームの広さにっし、r

・ 性 別では、男性で「狭い」のスコア(27.7%)が 「広い」(17.6%)を 10ポイント上
回り、女性に比べて「狭い」が高い(女性は「広い120.3%、 「狭い」21.1%)。・
ピ裏1翼隊習騰卦肥瞭R麗ぷ:鶏離Rか

らたため、―IIには

響五本豊≦坐旦
・ 性 別では、女性の「良いJ(44.3%)が 男性の「良い」(37`6%)を 上回る。
・ 地 域別では北海道でr良いJとする割合(49.0%)目 立って高い。
・ 17年 度調査と比較すると、前回「わからない」の回答肢がなかったため、一概には
比較できないが、全体では「良いJが36.7%→ 40.9%と 若干上昇。一方で「ら、つ

う」が51.5%‐ 44.3%に 減少。「悪い」は11.3%→ 99%と 若干減少した。
・ 地 域別では、北海道、中国・四国で「良い」が10ポ イント近く上昇。

■ 初めての献血について

Q12 初 めて献血した年齢
・ 「18～ 19歳 」(33.4%)と r20～ 24歳 」(32.3%)が 桔抗。_次いで「16γ JZ歳 」
(28.60/6)。10代での初回献血経験者が全体の6割強を占めている。

・ 職 業別では、当然のことながら高校生では「16～ 17歳 」が87.3%を 占め主流。
大学生。専門学校生ではr18-19歳 」が404%で 最も多い。一方、会社員、公務
員では「16～ 17歳 Jが他層よりも低く(会社員23.0%、 公務員222%)、 「20～
24歳 Jが最も多くなる(会社員37.2%、 公務員38.6%)。

・ 女 性の初献血年齢が男性に比べて総じて若い。特に「16～ 17歳 」では女性32.2
%t男 性25.2%と 7ポイント上回つている。

・ 地 域別では、東北の「16～ 17歳 Jの割合(38.0%)が 他地域よりやや高い。
・ 17年 度調査と比較すると、「16～ 17歳 Jが34.6%→ 28.6%と 6ポイント減少し
ている。―方で「1豊=19歳 」(30:6%→ 33.4%)及 び「2Qγ 24歳 J(279%マ

Q13 初 めて献血した場所
。 初 めて献血した場所は、蹴 血ルームJ(32.8%)が 最も多い。以下、「大学キャン
パス又は事田学校1各種学校」(21.2%)、 「(学校・職場以外の)献血バス」(21 0
%)が 同程度、「高校」(18.0%)の 順で続く。

・ 職 業別で見ると、高校生は「高校(での集団献血)Jが381%と 最も多い。それ以
外は「献血ルーム」中心となっている。また、自営業、専業主婦は他層に比べ「(学校
・職場以外の)献血バスJも比較的多い(自営業26.4%、 専業主婦26.1%)。
一方、大皇生:算問学校生は「大学キャンパス又は専門学校・各種学校」(300%)
と「献血ルーム」(32.496)が ほぼ同程度。

・ 性 別では、女性の「献血ルームJ利用率(40.9%)が 男性(25.1%)を 大きく上回
つている。    :

t 地 域別では、近畿で「(学校・職場以外の)献血バスJ(29.0%)が 他地域に比べて
やや高くなつている。

` 17年 度調査との比較では、「献血バスJの割合が大きく減少しているが、前回、「大
学キャンパス又は専門学校・各種学校」く多くは献血バスによると思われる)の回答
肢がなかったため、一概には比較できない.     ‐

・ 高 校生では、17年度調査と比べt「高校(での集団献血)」を挙げる割合が16.1
%→ 38.1%と 大幅に増茄し、「献血ルームJを挙げる割合が48.3%→ 31.5%に

減少している。ただ、17年 度調査では、この年代の客体数力り1常に少なかつた(高

校生は1.フ%)た め、一概に比較できない。また、今回においても高校生は3.6%

と構成要素として少ないことから、献血経験者全体では「高校(rの 集団献血】Jは
22.6%→ 18.0%に 減少している(「高校」から「献血ルーム」へのシフトは、特に

専業主婦と女性で顕著)。                、

職業別では、特に高校生で「良い」と評価する割合が最も高い(53.0%)。
17年度調査と比較すると、前回「わからない」の回答肢がなかつたため、一機には

比較できないが、全体では「良いJが37.8%→ 47.2%に 上昇。「ふつうJが57.5
%→ 440%に 低下している。

ヽ



Q14 初 めての献血の種類
~

,「 200 mL献 血」が51.696と過半数を占めている。「400 mL献 血」は28.9%、
「成分献血」は5,7%、 「覚えていない」が13.8%。

・ 職 業別でみると、高機生の69.6%が r200 mL献 血爵 業主婦も67.0%が 「2
00 ml献血」で中心となつている。一方、「409 mL献血Jは公務員で43.5%と最も
高い。                     '

・ 性 別では、男性は「200 ml献血」(39.50/6)と「400 mL献 血」(39.696)が同程

・
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。 職 業別でみると、「特に不安は感じない」は公務員で多い(6フ.6%)。一方、専業
主婦では、r特に不安は感じない」(43.3%)と 「不安メ39.19/0)が拮抗している。

・ 性別では、女性の方が「不安J意識が高い(男性19.996、女性33,2%)。

■ 献血回数について

Q16-1 過 去1年間の200 mi献血回数
・献血経験者のうち、過去1年間で?Oo ml献血をした経験のある人は46.1%。
・献血した回数では、「1回」が27:4%で最も多く,「2回Jが10.8%、「3回」が3.7
%、「4回以上」が4.3%で 続く。

・ 2回 以上の複数回献血者は全体の2書1弱(18.8%)と なっている。
・ 職 業別でみると、過去1年間の200 ml献 血経験者の割合が最も高いのは高校生
で32.3%と 圧倒的。その大半(75%)は 「1回」である。大学生・専門学校生がこれ
に続き(50,2%)、 そのうち63%は 「1回Jである。一方、公務員の2oo mi献 血経
験者は33.8%で 他層に比べ低い。

・ 性 別では、女性の200m!献血経験者(52.2%)が男性(40.3%)を上回る。
・ 地 域別では、九州・沖縄の200 mi献血経験者(35.7%)が他地域より低い。
・ 17年 度調査と比較すると、全体では20o口 献血経験率が40.5%→ 46:1%と

よよ膚″機 地
Q16■ 2 過 去.1年間の400 mL献ユ回数

・ 献 血経験者のうち、過去1年間で400,L献 血をした経験のある人は37.7%。
・ 献 血した回数では、「1回」が22.1%で 最も多く、「2回」が8.3%、 「3回以上Jが
7.4%で 続く。

●

・ 職業別でみると、200 mi献血が圧倒的に多ι、高校生では400轟L献血経験者
の割合は14.9%と 低く、事業主婦も17.4%と 他層に比べ低い。一方、大学生。専
門学校生(441%〉 と公務員(45.9%)は 高く、特に公務員では2向以上の複数
口献血者が26.2%(2回 :9,7%、3回以上:15.5%)と高い。

性別では、男性の400 mL献 血経験者(47.9%)が 女性(27.0%)を 上回る。
地域別では、九州。沖縄の400 mL献 血経験者(43.7%)が 他地域より高い。
17年度調査とlL較すると、全体では400聾 L献 血経験率が26.4%→ 37.70/6

職業別では、特に金上員と公務員で「こ回以上」が増えているのが目立つ(会社員
:3.フ%→ 9.0%、 公務員:5,9%‐ 15.5%)。

・ 献 血経験者のうち、過去1年間で成分献血をした経験のある人は22.1%。
・ 献 血した回数では、「1回」が11.0%で 最も多い。
・ 2回 黙■の複数回献血者は全体の11.1%で あり、「1回」と同程度。
・ 職 業別でみると、採血基準(18歳～)によりそもそも対象者が少ない高校生の成分
献山経験率が6.1%と 極端に少なく、専業主婦も16.3%と 他層に比べ低い。
一方、公務員の成分献血経験率は29.0%と 他層に比べて高く、4回以上の複数回
献血者も10.6%と 高い。

・ 性 別にょる差はほとんどみられない。
・ 地 域別では、他地域に比べ北海道の成分献典経験率が138%と 特に低い。
。 17年 度調査と比較すると、
若干の増加.回数では「1回」が前回に比べ増加(7.7%→ 11.1%)し ている。

・ 職 業別では、特に会社員と公務員で「3回以上Jが増えているのが目立つく会社員
:3.フ%‐ 9.0%、 公務員:5.9%→ 15.5%)。

I Ql' 今 までの合乱献Ш 数_1
・ 今 までの通算献血回数をみると、「1回」が最も多く、33.7%と 3人に1人の割合。

残りの66.3%の人が複数回献血者であり、この中では「3～5回」(26=2%)が最
も多く、次いで「2回」(18.7%)、 :6～10回」(10.8%)、 「11～20Call」(6.2%)、
「21～ 30回」(2.0%)、 「それ以上J(2.4%)と 続く。        :

となつている。
・ 職 業別にみると、高校生は(当然のことながら)献血回数が他層に比べて低く、「1

回Jが63.0%を 占める。一方、会社員、公務員及び自営業で
“
3回以上

"の
割合が

やや高い(会社員:54.0%、 公務員:50.4%、 自営業:55.7%、 全体476%)
・ 17年 度調査と比較すると、全体では複数回献血者が71.896→ 66.3%へ と減

少している(各層共通)。

★関連質問とのクロス集計 ①「初めて献血した場所」(013)

初めて献血した場所

今 ま で の 合 計 献 血 回 数

1 回 2回 3‐5回 5 _ l o回 1‐20回 21‐30回 それ以上

高  校 30.6% 21.50/O 27.6% 10.40/● 6.8% 1 . 6 0 / ● 1.6%

大 学 キャンハ
・
ス又 は

豊Fl単施 ・各灘堂格 36.1% 20,9% 28.6% 7,% 3.9% 1.4% 1.2%

職   場 36.7% 22.5% 27.9% 9.2% 1.4% 0.4% 1.3%

。 「初ゅて献血した場所」ごとに通算献血回数を●ると、大学や職場に比べて「高校

で初めて献血したJ層ほど、通算献血回数が多い傾向がみられる(6回以上で大きな

差が現れるL         I
・ よ り若いうちに献血を経験すると、その後の献血回数が増える傾向が強いとも考え

られる.



家族が献血している

姿を見たことがあるか
今 ま で の 合 計 献 血 画 面

1 回 2回 3‐5回 6‐10回 11つ0回 21‐30回 それ以上
あ る 24.2% 16.0% 28.4% 13`70/. 10.30/● 3.5% 4.0%
な  い 35.9% 19.1% 25`8% 10.30/● 5,3% 1.7% 1.9%

覚えていない 40.2% 22.8% 23.6% 7.1% 2.6% 1.3% 2.4%

のきら添雨て天百百蔦正■
01位 に挙がったきっかけ

■ 献血するきっかけ            ,
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となっているが、特に、自営業(75.5%)、専業主婦(76.1%)で高い:
また、

やや高い。  ｀                          ,
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ピ 璧 壁 謹 量 翌 窒 塾 壼 光 量 壼 墨 量 量 量 置 す

迪 途 幽 唾 鍵

。 17年 度調査と比較すると、全体
‐
C・は「輸血用の血液が不足していると聞いたから」

(47.696→50.2%)「 将来自分や家族等が輸血を受けることがあるかもしれない
から協力したJ(15.9%→ 27.3%)が やや増加した(各層共通)。

・ 職 業別では、「自分の血液が役に立って欲しいから」は、高校生(54.0%→ 71.8
%)、自営業(6o,7%→ 75.5%)で 日立って増加。一方、会社員、公務員では「な
んとなくJがやや増加している(会社員28.596→ 342%、 公務員222%-29
0%)。

Q22 高 校での集団献血がその後の献血への動機付けとなるか
・ 高校での集団献血がその後の献血の動機付けに有効かどうかについて、「リト常に

・ 職業Bllにみると、ポジティブ評価(有効計)は専業主婦が92.6%と最も高い。
一方、自営業は78.3%と 他層に比べやや低いが、「非常に有効」に限ると専業主

婦とともに最も高い(ともに41.5%).
°
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Ⅷ き輩;鷲整瑾轟蹴 般雫摯拠靱幽脚連
・ 特に、高校で初めて献血した層で1非常に有効」が高い割合。

国 家族・友人の献血状況

性別では、「ある」は男性(16.8%)に 比べ女性(27.0%'が loポィント上回る。

献血経験者の6割(59.フ●/6)が、友達に献血をしている人が「いる。」と回答。

9割(37.9%)の 人に協力意識の高まりがみられた。
・ 職 業別にみると、専業主婦でポジテイブ評価が特に高い(03.8%)。 なお、「|まい」
に限ると高校生(36.5%)も 事業主婦(37.1%)と 遜色なく他層より高い。

・ 17年 度調査と比較すると、全体のポジティブ評価は85.396→ 87.9%と 微増。
「はい」については、各層共通で相当に増加(全体:19.3%→ 31.3%)。

Q23■ 3 献 血回数を増やすF
。 「はい」は28.5%。 「どちらかというとはい」(54.4%)を 含めたポジティブな意向

・
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■ 献血についての要望・知りたいこと

・ 最 も多かつたのは、「献血について=しい知識、必要性を知らせてほしい」で40.5
%。以下:「職場や学校などで献血の機会を増やしてほしいJ(38.5%)、 「献血する
場所、日時などについて十分知らせてほしいJ(37.5%)、 「献血したときの処遇品
(記念品)をもっと良くしてほしいJ(35.4%)などが僅差で続いており、突出したもの
はないものの要望は多岐にわたっている。

・ 職 業別では、専業主婦の「学校の授業で献血の重要性年について取り上げてほじ
′い」(専業主婦:42.096、全体:29.2%)が 他層にlL杢て目立っ三高Ll_
・ 性 別では、総じて男性より女性の要望が日立つ:特に「職場や学校などで献血の

警会を増やしてほしい」(男性33.8%、女性43.4%)、「学校あ授業で就血あ重姜
性等について取り上げてほしい」(男性21.4%、 女性33.1%)で その差が大きい。

・ 17年 度調査と比較すると、全体的に大きな動きはみられないが、「献血したときの
処遇品(記念品)をもっと良くしてほしい」がやや減少(42.0%-35.4%)。

・   「 献血について正しぃ知準、必要性を知らせてほしい」は高校生で増加(28.7%
→35.4%)、 「職場や学校などで献車の機会を増やしてほしぃ」1ま自営業(21 フ
%→ 30.2%)、専業主婦(31.0%→ 38.2%)で 増加、「学校の授業で献血の重
要性等について取り上げてほしい」は会社員(22.3%→ 28.1%)及 び専業主婦
(3o.6%→ 42.0)で増加した。

公務員(696%)。 一方、自営業(4フ.2%)、専業主婦(54.5%)ではやや低い。
性別では、「いる」の割合は男性(560%)に 比べて女性(63.5%)が約8ポイン

卜上回つている。  1
・ 地 域男1では、東北で「いる」が69 0́%と他地域よりも多い。

日 献血に関する資料評価
(献血に関する資料の間読後に、献血に関する意識の変化を質問。)

・ 「はい」は32.7%で 、「どちらかというとはぃJ(59.4%)ま で含めると92.1%に
のぼる。否定的な意見:ま7.9%に とどまった。

・ 職 業別ではt肯定的な評価は筆に専業主婦で高い(95.3%).「 はい」(38.2%)
で他層との差がやや大きい。

。 17年 度調査と比較すると、全体では肯定的な意見が87.9%→ 92:1%へ と高く
‐  な つている。

Q23-2 献 血に協力する意識の高主IJ・
爛争翌臨 鳳言鰤評憲親暮鋼聡軍"欝鯛奮どな

(初めて献血 した場所) 非常に有 効

どちらかと

いえlf右動

あまり関係

ない 全く関係なtヽ
櫛
０

関係ない

(tl)

高 校 44.9% 43_7% 8.9% 2.5% 88.6% -11.4%

大学ttン、玖又は専門学校等 35.8% 49,8% .2% 3.2% 85.6% 14.4%

職  場 41,7% 42.5% 2.9% 2.9% 84.2% 15.80/6

献血バス(上記以外) 32.4% 52.4% .5% 3.7% 84.8% 15.20/●

献血ルーム(血液センター) 35.0% 4715% 3.7% 3.80/0 82.60/● 17.4%
覚えていない 20.6% 50.5% 2.1% 16.80/0 71.0% 29.0%

計 36.4% 48.2% 7% 3.7% 84.6% 15.40/.



調査結果のうち特に日立った回答など

☆17年度調査に比べて全体での認知率は738%
→929%へ 大幅に上昇

☆6割 以上の人は未だ認知していない

☆関心なし層力ぐ54.2%と 、無関心派がやや上回る
☆17年度調査と比べると、関心あり層が52.2%→

婚籍熙き棚鱚霞↑明“Q6の
高校生・自営業では「接触したことがない」が1割

薬l纂馨」塁〃:ど言Jg血ル
ーム前の看板・表

奎署麗iF血
現場での接

攣摯専業主婦で高く、高校

☆テレビが圧倒的に高い(847%) ☆テレビが圧倒的に高い(33.696)

☆「針を刺すときに痛みを和らげる処置が実施され
が最も多い

喜魯翠習男発も,暫発ぉ3路柵
占めてずる

立覇響=濃 ‰":駄靱 亀
ント増加(18.9%→ 289%)

童晃撃謡 醤占暮こ電貢糠野弯ン
としている。

さ声r等で雄o.F"撃「養に不安は感じない」とし

穐η分讐展量機ゞ筋
わからな町が響ヽ

☆女性の方が不安意識が高い
(男性19.9%、女性33.2%)

☆o6.3%の 人が複数回献血者
☆全体では「2回以下Jと「3回以上」がほぼ半数ずつ

☆大学や職場にlLべて「高校で初めて献血した」層
ほど通算献血回数が多い傾向がみられる
☆より若いうちに献血を経験すると、その後の献血

が増える傾向が強いとも考えられる

「見たことがある」と回答した層ほど通算献血面数
が多いことが明らか
☆「家族の献血現場を見たことがあるかどうか」とそ
の後の献血行動との相関は高いことがうかがえる

☆「自分の血液が役に立ってほしいから」が圧倒的
に多い(特に高校生、自営業、専業主婦で顕著)
☆新規回答肢の「献血は愛に根ざしたものだから」
(15回答肢中11位:累計)は高校生、自営業で目
うて高かつた。

初めての献血のきっかけと同様「自分の血液が役
=立ってほしいから」力ぐ圧倒的に多い

高雪醒講馳1彗冒詩認 まL卿 っ

☆「非常に有効Jが36.4%、 「どちらかといえば有
(48.2%)と 合わせたポジティブ評価は84.6%

☆17年度調査との比較ではポジティブ評価が
.9%→ 84.6%と 大幅に上昇(「非常に有効」は
496‐ 36.4● /6)

高校での献血は、その後の献血への動機付けに
るとの意識は高くなつていることがうかがえる

☆高校や大学などで初めて献血したという層ほど
“
よ

り有効
"と

する傾向がみられた
☆特に高校で初めて献血した層で「りに常に有効」が

「見たことがある」は10.6%
『見たことがある」は21.8%
→ 献血未経験者の約2倍



☆「いる」「いない」「わからない」がほぼ同程度で3分
☆6割が「いるJと回答
→ 献血未経験者の約2倍(高校生では未経験者

12.1%、 経験者56.996と差が大きい)

☆「はい」(6 1%)、 「どちらかというとはい」(41
%)と前向きな意向がほぼ半数

☆前向きな意向が最も高いのは高校生(522%、
うち「はい」は8 8%)

「はい」(28.5%)、 「どちらかというと:まい」
(54.4%)と 前向きな意向が83.0%
☆資料閲読後にかなりの人が回数の増加を喚起さ
れている。
☆「はい」に限ると高校生が35.4%と 最も高い

ま認 諸跡鶴慨矯鷲籍『
(専業主婦42.0%、全体29.2%)



「平成23年 度における若年層献血意識調査業務」仕様書

1 調 査の目的

舞誉ri禁
鼈児に転[liヒ見撃黒源議雀li庭漠馨寡笹=涯撼場臭ふ象111::】薔管:♀

2 業 務の範囲及び内容

(1)調査の範囲
・

走置宥

層 ( 1 6～ 2 9歳 男幻 っ献血への関心度や献血ズのィメージを

・ 若 年層の献血に関す る認知度を把握す る。
 ヽ若 年層が献血 を行つた時期やきっかけを把握す る。

(2)撓螢方議

:milli:|::]::i:l:ξiilIF20年
(3)集計・分析方法

r雛 暑:姦策二十罪静:こ瞥
断して調讐果を新し、

」晋1` 0年

度調査
デ

告書 (別添2)及 び概要 側 添3)と 同等のものを作成す

°

藤貴おこ霞憲簿ツこ:「

度に

7っ

た若年届献血意繭 査と
Fじ

設間|つ いては、

・
言「皐£雪警撃艇靱 :事:F 関`連

づ?て集撃している設問ヽっいて

3 口 査対象                                .
・ 全 国の若年層 (16～ 29歳 )
・ 年 齢及び男女にlHり がないように留意すること。
・

慶 星奮奮警1の

被災地における調査については、当省医薬食品局血
彎

対策際の指

(内訳)

○ 若 年層 (16～ 29歳 )献 血未経験者、献血経験者それぞれ 5,OoO客 体.
O 全 国を以下の 7プ ロックに分け、各プロンクの若年層人0(16～ 29歳 )の 全国

に占める割合 (請負業者が最新の割合を調査)に 応 じプロックごとに客体数を決定。

(各プロックにおける献血未経験者、献血経験者の客体数は同数とする。)
プロック① :北海道

プロック② :青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島
プロック③ :本城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、新潟、山梨
プロック④ :富山、石川、福井、長野.岐 阜、静岡.愛 知.二 重
プロツタ⑤ :滋賀、京都t大 阪、兵庫、奈良、和歌山
プロッタ⑥ :島取、島根、岡山、広島、山口、籠島、香川、受媛、高知
プロック⑦ :福岡、佐賀:長 崎、大分、熊本.宮 崎、鹿児島.沖 縄

謁登期間
平成23年 9月 下旬

成果物            、
・報告書、慨要レポー ト 各 30部
・調査結果データ.報 告書の電子媒体 (納入形態はCD又 はDVD)

納入場所:厚生労働雀甚薬食品局血液対策課
納入期限:平成 23年 10月 17日 (月)

特記事項

(1)本 業務に係る群細については、この仕様書に定めるものの他、当省l■当者の指示
に従うこと。

(2)本 業務連行によって知り得た情報等については、厚生労働省の鮮可なく開示等し
てはならない。

(3)‖ 負業者に対しては、平成 17年 度及び 20年 度籠生報告書 (電子媒体)を 311a
提供する。

問い合わせ先

本業務に関して、不明な点が生した場合には、下tl■当まで照会すること。

厚生労働省医薬食品局血校対策藤  担 当 : 伯 野、属場
電話 03-5253-1111(内 線 2904、 2905)
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間

　

※

若年層献血意識調査

問1 献 血について知っています力、
1 よ く知っている  2.あ る程度知つている 3.ま ったく知らない

問2 献血の種類 (※)を知っています力、                .
1.知 っている  2知 らない

※ … 献血の種類には、すべての血液の成分を採血する全血Ⅲ血 r209mLま たは400mL)と 、
必要な血液の成分だけを採血する成分献血 (血漿成分献血または血小板成分献血)があり
ます。

献血がどこでできるか知っていますか。(※)
1 知 つている  2.あ る程度知つている  3.知 らない

…献血は、①献血ルーム ② 献血パス ③ 血液センター ④ 会社や団体での出張献血
ですることができます。

間4 献 血について関心があります力、
1.非 常に関心がある 2.関 心がある 3.特 に関心がない 4.全 く関心がない

問5 献血は患者さんに対する輸血だけでなく、献血を原料とした血液製剤として、さまざまな
病気の治療に役立っていることを知つています力、

1.知 つている  2.知 らない

1.知 つてし、る  2.知 らない

※ … 血液響剤の有効期間は一番短い血小板製剤で採血後4日 間、赤血球製剤は21日 間です。

1.知 つている  2.知 らない

※ … 約 1割 が病気 (うちがんの治療3割 )に 使われ、交通事故などによる輸血は約 1割程度.

献血へ協力してくださる若い方の数が、近年末IEに減っています(※)。知っていました力ゝ
1.知 つている  2.知 らない

・最近5年間で、20代の献血者数は 140万人から103万人 (23%減)に 、
10代の献血者数は48万人から29万人 (40%減)も 減少しています。

問10 献 血に関して、どのような広報媒体を見たこと(開いたこと)がありますか(複数回答可)。
1 テ レビ  2.FM放 送  3.そ の他のラジオ放送  4.新 聞
5.街 頭での呼びかけ  6.献 血ルーム前の看板 ・表示  7.チ ラシの配布
8 ポ スターの掲示  9.献 血関係のイベント  lo.自 治体の広報誌  11.雑 誌等
12 イ ンターネット  13.献 血バス

14、その他 (                   )
15 何 かで見た (聞いた)力S、何の媒体か覚えていなぃ      ‐
16.見 たこと (聞いたこと)が ない

問 11 献血のキャンペーンを行う際の効果的な媒体は何だと思いますか (複数回答可)。

1.テ レビ  2.FM放 送  3.そ の他のラジオ放送  4.新 聞  5.雑 誌
6.自 治体の広報誌  7.イ ンターネット  8.携 帯電話  9.ポ スター

10。その他 (             )

問12 厚生労働省では献血推進のためのキャラクターとして 「けんけつちゃん」を作成していま
すが、知つています力、
1.知 っている  2.知 らない

問13 献血に関するキャンベーンを知らています力、
(毎年7月 :愛の血液助け合い運動  毎 年lγ 2月 :rはたちの献血Jキ ャンペーン)
1.知 っている   2.知 らない

問 14 平成 2年から、全国の高校 3年生を対象に、献血に関する普及啓発資材 「HOP SIEP
JUMPJを 配布していますが、学雄で配られた記憶はあります力、
1.保 健体育の授業て使用した  2.他 の授業で使用した  3.配 布されただけ
4.知 らない                         ‐

来 参考 (平成23年版 高 校生副読本 「HOP STEP JUMP」 →

htto7ム闘肛mhlw∞ .1。/new・info/kobetu4vaku/kenketsugo/234ndex.htmlをご覧下さい)

間15 献血でエイズ、肝̂ その他の感染症|こ感染することはありませんが、そのことを知つてい
ます力、            |
1.知 っている  2.知 らない

問16 血液製剤 (※)は未だ海外のユ液に依存していることを知っていますか。
1.知 っている  2.知 らない  ′

※…重■熱傷に用いるアルプミン製剤では、国内百給率は未だ58%台 である。

問17 献血ル‐ムのイメージを教えでくださぃ。
1.明るい  21●つう  3.暗 い 4.わならない

問 18 献 血したことがないのはどのような理由からですか。
理由の大きい順に3つ まで、その番号をお選びください。

1.献 血を申し込んだが、基準に適合せずに断られた
2.献 血している所に入りづらかったから
3.呼 び込みが強引で嫌だつたから
4.献 血場所が遼いので面倒だから
5。近くに献血する場所や機会がなかったから
6. ど こで献血ができるか分からない

7.時 間がかかりそうだから
8.忙 しくて献血する時間がなかったから
19.自

分が献血しなくても誰かがやると思ったから
10.自分の血液が役に立たないと思つたがら
11.血液が無駄にされていると聞いたから
12.針 を刺すのが痛くて嫌だから
13.なんとなく不安だから ｀
14.健康上出来ないと思つたから
15.病気がうつると思つたから
16.献血すると言つたら、友人や家族からとめられた
17.4を採ら4るという感じが嫌だ
18.恐 怖心

19.職員の態度が悪いので麟血したくない
20.献血する意志がない

問

　

※



21.海 外渡航歴等による献血制限で献血したくてもできない

22.薬 を服用しているので献血ができない

23 そ の他

24.わ からない

1番 目 |  1 2番 目|  1 3番 目 |  |

23.その他を選んだ場合の具体的

F.521 ご家族力i献血している姿を見たことがあります力、
1.あ る  2.な い  3.お ぼえてぃない

問22 あなた?お友達に献血をしている人はいます力、
1.いう  2,い ない  3.わ からない

問23 献 血に関する資料を読まれた後で次の質問にお答え下さい。
画像呈示 (資料)

問 19 あ なたが献血するきつかけとなり得る項目を選択してください。
きつかけの大きい順に3つまで、その番号をお選びください。
なお、13、14番を選択した方は、具体例を教えてください。

1.家 族や友人などから勧められた
2.献 血しているところが入りやすい雰囲気になった
3.近 くに献ュする場所ができた (献血ルーム)
4 近 くに献血する場所ができた (献血バスまたは出張献血)
5.キ ャンペーンやイベント等により献血が身近に感じられるようになった
6 好 きなタレントがキャンペーンに起用されていた
7.献 血の重要性が明確になつた

8.血 液が無駄になつてないことが分かつた
9 針 が細くなつた

10 針 を刺すときに痛みを和らげる処置が実施された (麻酔など)
11.献 血で病気がうつることはないと知つた
12.献 血ルームの受付時間が長くなつた

13 献 血したときの処遇品 (記念品)が 良くなった
14.献 血ルームのサービスが良くなった

15.献 血が自分の健康管理の役に立つようになつた
16 職 員の態度が良くなった

17.海 外渡航歴等の献血制限が解除された

18.献 血が健康にほとんど害がないということが分かった
19.献 血できる場所が分かつた

20.献 血は絶対しない

1番目|  1 2番目|  1 3番目E=コ

13.献 血したときの処遇品 (記念品)が 良くなったを選んだ場合の具体例

14.献 血ルームのサービスが良くなったを選んだ場合の具体例

問 24 若 い方の献血に協力する気持ちを高めるためには、どのようなことをすればよいと思いま
す力、 広報の方法やキャンペーン、イベント,献 血場所などについて具体的なアイデアゃィ
メージなどがあれば自由に記入してくださし、

r.523‐1
1.

問 2 3‐ 2

1 .

問 2 3・ 3

1 .

献血の必要性への理解は良くなりました力、
はい  2.ど ちらかというとはい  3.
今は献血に協力する気持ちはありますかざ
ある   2.ど ちらかというとある
今後、実際に献血に行きます力、
はい  2.ど ちらかというとはい

どちらかというといいえ

3.ど ちらかというとない

3.ど ちらかというといいえ

4.い いえ

4=な い

4.い いえ

る世

以上で献血に関するアンケートは終了です。御協力ありがとうございました。

糞奪思毅歩撃景奮[『 l液

製
響

を献血によ

:安
全に安定し

下
国
空
自給することを目指してい

今後ともt献 血への御理解と御協力をお願いいたします。

なお)最後に、献血推準キャラクター「けんけつちゃん」をどうぞよろしくお願いします。

プFフィールはこちら → hもノ/w輛.品‖w.gojp/netthお/kobetu/iヵku/kenketsu"/1たhtml
20.献 血は絶対しないを選んだ場合の理由



献血にご協力を
若い皆さんの熱い友情を

血液を必要とする人すべてが輸血を受けられるように。
献血したことのある方もない方も、あらためてご協力をお願いします。
血液を必要としている人はあなたのすぐそばにいるかもしれません。

(璽) 献"はここで,きるの?
fis|t- n 6I,-ArOil.6, t^!fi t:ttrretf
+B oittlpt-phnrL-aB. g *fi ++trt-ai-t Gtel&!4!.ltr gnid t:fitLtrr*f .

〈2)麒血はなぜ●要なの?     :
9rq!1irt!L<s 9. $attrtf ar:II::FE ^o grlrf. ?i.ltaa€!*tttrtrr(^b|!a 
?. fi rTEsrj||lt€t!5 i t6ft at < t.< Lrtrr!^ritt, t*tin. (fa, t a = t ff N.rrV i?. .

L,sL,. E[Efrot!LtnE{.{. Ajf r+<EE rEt*,atot^rf,rEs3.3tEt!er&. Etrl:giItrd*E*r:6etnltfSf*tFi:rBf Gt*rr6v-r,r,.. 
-

rfrft..rn{ptrf.ct8€8trt L<tr6^or!$F. lEi€4r,f.ailelstt5:ctt. EfraLo#,
ンティアによつて.多 くのスの… て,も,・'

厚 生 労 働 省 お問い合わせ:

厚生労働省医薬食島局血腋対策課献血権遣係 (電播 "“ 595・2305)

若年層の献血者が減少しています
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献 血 者 の推移

現代の医療に欠くことのできない血液。
その血液の確保が稔 々に難 しくなつてきています。  ´

暑展監層:暑碁万霞募警暑F奮掌『
社会の影響で減少してし、るほか、若千人口

:F占|

別の原因として、血液の安全対策の強化も挙げられます。

屋菫ニヒlR磐3窮t壕皐藁燎誘:察|こ::正壇れ摯畿艦碁警量じよ[磐票蹴雷1秩

献ュはひとりひとりの思いやりによって支えられているシステム。皆さ
んのL~m力をお願いします。



若年層献血意識調査

問 1 献 血は、患者さんに対する輸血だけでなく、献血を原料とした血液製剤として、さまざま
な病気の治療に役立っていることを知つていますか。
1.知 つている  2.知 らない

※
 ,…

血液製剤の有効期間は一番短い血小板製剤で採血後4日 間、赤血球製剤は21日 間です。

※ … 約 8割 が病気 `うちがんの治療3割 )に 使われ、交通事故などによる輸血は約 1割程度。

問5 献 血、協力してくださる若い方の数が、近年大幅に減つています(※)。知つていました力、
1.知 っている  2.知 らない

※ 最 近 5年 間で、20代 の献血者数は 140万 人から108万人 (23%減 )に 、
10代の献血者数は48万 人から29万 人 (40%減 )も 減少しています。

問6 献 血に関して、どのような広報媒体を見たこと(聞いたことが)ぁ りますか (複数回答可)。
1.テ ィビ  2 FM放 送  3.そ の他のラジオ放送  4.新 聞=

5.街 頭での呼びかけ  6.献 血ルニム前の看板 ・表示  7.チ ラシの配蒲
8 ポ スターの掲示  9.献 血関係のイベント  lo.自 治体の広報誌  11.雑 誌等
12.イ ンターネット  13.献 血バス

14.そ の他 (                    )

15。何かで見た (聞いた)が 、何の媒体か覚えていない

16.見 たこと (聞いたこと)が ない

問 7 献 血のキャンペーンを行う際の効果的な媒体は何だと思いますか (複数回答可)。
1.テ レビ  2.FM放 拳  3.そ の他のラジオ放送  4.新 聞  5.雑 誌
6 自 治体の広報誌  7.イ ンターネット  8.携 帯電話  9.ポ スター
10.そ の他 (            )             :     :、

F.58 厚 生労働省では献血推進のためのキャラクターとして 「けんけつちゃん」を作成していま
すが、知っていますか。
1 知 つている  2.知 らない

問9 献 血に関するキャンペーンを知らてぃますか。
(毎年 7月 :愛の血液助け合い運動  毎 年 1～ 2月 :町またちの献血」キャンペーン)
1 知 つている   2.知 らない

問 lo 平 成 2年 から、全国の高校 3年 生を対象に、献血に関する普及啓発資材 「HOP STEP
JUMP」 を配布していますが、学校で配られた記憶はあります力、
1 保 建体育の授業で使用した  2.他 の授業で使用した  3.配 布されただけ
4 知 らない   ヽ

※参考 (平成 23年版 高 校生副読本 「HOP STEPJUMP」 →

httD■赫 ihL"・ iOrnew‐info■ObetW野aku/kenketsugo/23/index.htmlをご覧下さい)

問 11 献血でエイズ、肝炎その他の感染症に感染することはぁりませんが、そのことを知ってい
ます力、
1.知 ってぃる  2.知 らない

鴇21+発
電甦認電F猛亀冤I警

に依存し“
:とを知

っていますれ
※…重症熱傷に用いるアルプ

、
ン製剤では、国内自給率は未だo8%台 でぁる。

問13 献血ルームのイメージを教えてください。

・4

問 1 4

1

‐1ル ームの雰囲気
・2ル ームの広さについて
。3職 員の対応について

1.明 るい 2.ふ つう  3.
1.広 い  2.ふ つう  3.
1.良 い  2.ふ つう  3.

暗い  4 .わ からない

狭い  4 .わ からない

悪い   4 わ からない

悪い  4 .わ からない

献血に?い て何な要望又撃知りたいことがありますか。(複数回答可)
.献 血する場所、日時などについて十分知らせてはしい

記念品や軽い飲食物について  1.良 い  2.ふ つう  3.

献血について正しい知識、必要性を知らせてほしい
献血で昼休み、夜間などの受付時間を延長してほしい
職場や学校などで献血の機会を増やしてほしい
献血された血液がどのように使われるのか知りたい
献血したときの処遇品 (記念品)を もっと良くしてほしい
進学や就職時に献血の経験を考慮してほしい
学校の授業で献血の重要性等について取り上げてぼしい

2 .

3 .

4 .

5 .

6 .

7 .

8 .

9.そ の他 (

10.特にない

問 15 初 めて献血をしたのはいつです力、
1. 16-17歳   2. 18-19歳   3.

問 16 初 めて献血 した場所はどこです力、
1.高 校

3.職 場

20～ 24歳   4. 25歳 ～29歳

2.大 学キャンパス又は専門学校 ・各種学校
4.献 血パス (1～ 3以外):

3.成 分献血  4.覚 えていない

問1 7

問 1 8

5.献 ェルーム (血液センター)  6.覚 ぇてぃない

初めての献血の種類ド何です力、
1. 200mL献 血   2. 400mL献 血

初めての献血で400mL献 血をすることをどう思います力、
1.特 に不安は感じない  2.不 安  3.わ からない

2.不 安を選んだ場合の理由

問19 過 去 1年間に何回献血しましたか。
(1)200mL献 血

i.0回  2.1回  3.2口  4.5回  5.4回  6 5回  7.6回 以上
(2)400五 L献 血

1.0回  2.1回  3.2回  4.3回 以上
(3)成 分献血

1.0回  2. 1回  3.2回  4.3回  5.4回  6.5回  7.6回  8. 7回 以上



問20 今 までの献血回数は合計で何回です力、
1 . 1回 2.2回 3. 3～ 5回      4. 6～ 10回       5。 11～ 20回

6 21～ 30回   7.そ れ以上

問21 初 めての献血のき?か けになつたのは、次のうちどれです力、
きつかけの大きい順に3つ まで、その番号をお選びください。

1.自 分の血液が役に立ってほしいから

2.献 血は愛に根ざしたものだから

3.輸 血用の血液が不足していると聞いたから

4.自 分の血液の検査結果が自分の健康管理のためになるから
5.将 来自分や家族などが輸血を受けることがあるかもしれないから協力した
6.過 去に家族や友人などが輸血を受けたことがあるから
7.お 菓子やジュースがもらえるから

8.ネ ールアー トやマッサージなどのサービスが受けられるから
9.図 書券がもらえたから

10 な んとなく

11.輸 血を受けるときに役立てたいから  ,
12.家 族や友人などに勧められたから

13.高 校に献血バス ・出張献血が来たから

14.大 学キャンパスに献血パス ・出張献血が来たから
15.覚 えていない          ・

1番目|   1 2番目|  1 3番目匡=コ         ,

F.522 現在献血するきっかけになっているのは、次のうちどれですか。
きつかけの大きいllMに3つ まで、その番号をお選びください。

1.自 分の血液が役に立ってほしいから        '
2 献 血は愛に根ざしたものだから
3.輸 血用の血液が不足していると聞いたから
4.自 分の血液の検査結果が自分の健康管理のためになるから  ｀
5.将 来自分や家族などが輸血を受けることがあるかもしれないから協力したい
6 ilE去に家族や友人などが輸血を受けたことがあるから

、 7 お 菓子やジュースがもらえるから

8.輸 血を受けるときに役立てたいから
9.テ レビやDVDを 観ることができるから

10 ネールアートやマッサージなどのサービスが受けられるから
11.なんとなく

.

1番目「
~ 1 2番

目|   1 3番目E=コ

問23 ご 家族が献血している姿を見たことがあります力、  ・
1 あ る  2.な い  3.お ぼえていない

問24 あ なたのお友達に献血をしている人はいます力、
1.い る   2.い ない  3. わ からない

問25 高校での集団献血がゎれば、その経験がその後に献血する動機付けになると思ぃますか。
1 非 常に有効  2、 どちらかと言えば有効  3.あ まり関係ない 4.全 く関係ない

閾26 献 血に関する資料を読まれた後で次の質問にお答え下さぃ。       |

門26・1 献血の必要性への理解は今までと比べ深まりましたか。
1.は い  2.ど ちらかとし、うとはい 3.ど ちらかというといいえ

問26・2 資料を読んで献血に協力する気持ちは高まりました力、      .
1.は セ`  2.ど ちらかとιヽうとはい  3. ど ちらかとレヽうといいえ

問26,3 アンケートヘの記載及び資料を読んで献血に行く回数を増やそうと思いま
1、はい  み どちらかというとはい  3.ど ちらかとしヽうといいえ

4.い いえ

4 い いえ

したか。
4.い いえ

問27 若い方の献血に協力する気持ちを高めるためには、どのようなことをすればよいと思いま
す力、広報の方法やキキン人ニン、イベント、献血場所などについて具体的なアイデアやィ
メージなどがあれば自由に記入してください。

以上で献血に関するアンケートは終了です。御協力ありがとうござぃました:

わが国は、輸血などの血液製剤を献血により安全に安定して国内自給することを目指している世
界でも数少ない国です。
今後とも、献血への御理解と御協力をお願いいたします。

なお、最後に、献血推進キャラクター 「けんけつちゃん」をどうぞよろしくお願いします。

プロフィール|まこちら →



献血にご協力を
若い皆さんの熱い友情を

血液を必要とする人すべてが輸血を受けられるように。
献ユしたことのある方もない方も、あらためてご協力をお願いします。
血液を必要としている人はあなたのすぐそばにいるかもしれません。

献 血 者 の 推 移

若年層の献血者が減少しています
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献血はどこでできるの ?

献血は、献血ルームや献血′伝 て行うことができます。
全国の血液センターや戴血ルームは、日本赤十字社ホームベ■ジ(h"醐“いvirc orb)に掲載しています.

現代の医療に欠くことのできない血腋.
その血液の確保が像々に難しくなつてきています。

原因の一つは、若年者敬自体が少子社会の影書で減少しているほか、若年人口に占め
る献血者の割合も減少しています。

別の原因として、血液の安全対策の強化も攀げられます。
血液にはウイルスなど病気の原因となるものが潜んでもヽる可能性があり、献血の前の
間診ていくつかの条件に当てはまる方については、献血をご遠慮いただいています。
感染症についての新たな事実が明らかになるにつれ、献血をご遠慮いただがなくては
ならない人が増えてきているのです.

献血はひとりひとりの思いやりによつて支えられているシステム.皆 さ
んのご協力をお願いします。

厚 生 労 働 省 お簡い合わせ:

,生 労働省医薬食品局血液対策課献血推進係 (電話 03・350S‐2395)

(2)献血はなず麟警,のち
野霊1菫継議E霊れ課籍震:ttt窮蟹離Fふ霧裏鑑薄壼腸禁鮒幹.

羅品麗麗8録盤驚漱出諄説鏃欝箋″|=スエ颯二作1■1崚維せん.F劇=o

9撃サ)EI襲簿籠意諒輌鱗ま筋:境菫:議
あ薇織難することをす,鱗な。1ラ



撃暑米斗9‐、
けんけつちゃん販売の権利関係について

国が販売 第二者が販売

知的財産

権利保有について
権利を国に譲渡する場
合、約2～3千万円と主張
(電通)

電通が権利保有したままでも販売は可能

鑽 ガ襲腫鷲喜算出亀亀イ
テイ亨理のため、ァザイ

実施料について 不要

キヤラクター実施料・ロイヤリティについて発生する
可能性がある
※但し、国が指定した第二者の場合においては、実
施料・ロイヤリテイは発生しない

財政法関係

財政法第13条に基づく特
別会計(国の特定の収入
と支出を経理する)を設置
する必要があるが限定
的。
(真に国として行う必要が
ふる菫輩nぇ 、

販売可能性 O

ん のメリット・デメ:

販売した場合 販売しない場合

献血推進上のメリット

。キヤラクターを目にする機会が増え、認知度があがる可能性があ
る。

ど艦制瑞崎精将動当機よ
でき'い方が購今すること

・売り上げがでれば、献血推進の活動費に充てることも考えられ
る。

ま 洪聰 熙 勒 圏 群 踪 型肝 最
売による問題などのリスクを心配することな〈、こ
れまでどおりの広報が可能。     ‐

献血推進上のデメリット

麗 Q跨 紺
金銭

1伴
う販売を行った

,合
に国民の理解を

1ら
・販売に問題が起きた場合(裏で利益をあげていたなど)、多くの国
民からの無償の愛を裏切ることになり、これまでの献血協力者が
離れる。

・露串が限定的(献血推進キャンペーン会場、
ルー

小など)となる。

資金やその管理等

。収支管理等を適正に行う必要がある。
・収支報告などのあらゆる情報を国民に向け、しっかりと公開する
必要がある。


